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１．デスクトップの WOOD-ST Ver.1 のアイコンをダブルクリックする。 

 

 

 

 

あるいは、画面左下のスタートボタン  をクリックするとフォルダが表示されますので、

WOOD-ST Ver.1 フォルダから WOOD-ST Ver.1 を選択します（下図①→②と順にクリックします）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面上に WOOD-ST1 のウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

§1 プログラムの起動と終了 

1.1 プログラムの起動 

WOOD-ST を起動します。 

デスクトップの

このアイコンを

ダブルクリック

①  

② 
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１．メインウィンドウのＸボタンをクリックする。 

あるいは、 [WOOD-ST ボタン]   をクリックし、[アプリケーションの終了]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データを入力して保存せずに終了しようとすると、次のダイアログがでてきます。 

 

 

 

 

 はい  をクリックすると → 変更を保存して終了します。初めて保存する場合は 

 『名前を付けて保存』ダイアログが表示されます。 

 いいえ  をクリックすると → 変更を保存せずに終了します。 

 キャンセル  をクリックすると → 終了するのをキャンセルします。 

 

 

 

 

 

1.2 プログラムの終了 

WOOD-ST を終了します。 

プログラムを終了 

プログラムを終了

初めて保存する時はこの 

ダイアログが表示されます
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１．[ファイル]メニューから[開く]を選択する。 

 

 

 

※クイックアクセスツールバーの[開く]               からも実行できます。 

『開く』ダイアログが表示されます。 

 

[開く]  の下にある[▼]ボタンをクリックすると 

最近使用したファイルリストが表示されます。 

このリストにあるファイルを選択することもできます。 

 

 

２．ファイル名を選択してファイルを開く。 

「ファイルの場所」には[環境設定]の「データ保存」で指定されたフォルダが表示されます。 

目的のファイルを選択すると「ファイル名」に選んだファイル名が表示されます。 

ファイル名を確認し、開くボタンをクリックします。次のファイルを開きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読込んだ建物入力データが伏図の作業ウィンドウに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

§2 データを開く、保存する 

2.1 データファイルを開く 

WOOD-ST のデータファイルを開きます。 

ファイル名 C:\Program Files\WOOD-ST Ver.1\Samples\EXP1.wsti 

『サンプルファイルを

開く』ダイアログを表示

し、WOOD-ST のサンプル

ファイルを開くことが

できます。 
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◆名前を付けて保存する場合 

 

１．[ファイル]メニューから[名前を付けて保存]を選択する。 

 

 

 

※クイックアクセスツールバーの[上書き保存]               からも実行で

きます(ただし、この動作はファイル名を付けていない場合のみ有効です)。 

『名前を付けて保存』ダイアログが表示されます。 

 

２．ファイル名を設定してファイルを保存する。 

「ファイルの場所」には[環境設定]の「データ保存」で指定されたフォルダが表示されます。 

保存する場所を確認し、ファイル名を入力して保存ボタンをクリックします。（拡張子は省略可） 

ファイルの拡張子は wstiになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆上書き保存する場合 

 

１．[ファイル]メニューから[上書き保存]を選択する。 

 

 

 

※クイックアクセスツールバーの[上書き保存]               からも実行で

きます。 

2.2 入力データの保存 

WOOD-ST のデータファイルを保存します。 
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①タイトルバー 

アプリケーション名と現在開いているファイル名がフルパスで表示されます。 

 

②WOOD-ST ボタン 

[WOOD-ST ボタン]  をクリックするとメニューが表示されます。 

【新規作成】【開く】【上書き保存】【名前を付けて保存】コマンドを実行することができます。 

［最近使ったドキュメント］ 最近使ったドキュメントファイルを表示し、ファイル名をクリックする

と開くことができます。 

［アプリーションの終了］ アプリケーションの終了が行えます。 

 

 

§3 ウィンドウと環境設定 

3.1 WOOD-ST の画面構成 

WOOD-ST の画面構成を確認します。 

② ③ 

⑤

①

⑦

④

最近使ったドキュメントファイル WOOD-ST ボタン

実行できるコマンド

アプリケーションの終了 

⑥
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③クイックアクセスツールバー 

【新規作成】【開く】など、よく使うコマンドが配置されています。アイコンにカーソルを合わ

せクリックしてコマンドを実行します。クイックアクセスツールバーは、使いやすいようにカス

タマイズができます(詳細は、WOOD-ST ヘルプ「クイックアクセスツールバーについて」を参照

して下さい）。 

 

④リボンメニュー 

[ファイル][基本データ][入力]など関連する項目ごとにメニューで分かれて表示されます。各メ

ニューをクリックすると、コマンドを選択するパネルが表示されます。パネル内のアイコンにカ

ーソルを合わせクリックすると、コマンドを実行します。また、リボン表示は最小化することが

できます（詳細は、WOOD-ST ヘルプ「リボンメニューについて」を参照して下さい）。 

 

⑤作業ウィンドウ 

部材や見付面積範囲などを配置し、伏図、小屋伏図、見付面積図を書き込む作業エリアです。 

 

⑥ステータスバー 

コマンド実行時にメッセージが表示されます。 

 

 

⑦サブウィンドウ 

現在伏図に表示されている部材を軸組図や３Ｄモデルで表示します。 
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作業ウィンドウとは、平面部材(はり、柱、基礎など）、小屋組部材(小屋ばり、屋根など）、見付

面積範囲を配置し、伏図、小屋伏図、見付面積図を書き込む作業エリアです。 

 

[入力][屋根入力][見付入力]メニューをクリックし、作業ウィンドウに表示する図を変更します。 

 

 

 

 

伏図、小屋伏図では、表示階(層)タブをクリックして、作業ウィンドウに表示する階(層)を選択

することができます。 

[入力]メニューから伏図-1 階      [屋根入力]メニューから小屋伏図-M2 階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見付面積図では、表示方向タブをクリックして、作業ウィンドウに表示する方向を選択すること

ができます。 

[見付入力]メニューからＸ軸方向(Ｙ面)タブ  [見付入力]メニューからＹ軸方向(Ｘ面)タブ 

3.2 作業ウィンドウ 

作業ウィンドウでの操作を確認します。 

表示階(層)タブ 表示階(層)タブ

表示方向タブ 表示方向タブ 
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◆画面操作 

作業ウィンドウに表示されている図は、拡大、縮小、パンニングなどの画面操作を行うことがで

きます。 

 

① 拡大表示 

 

 

 

［表示］メニューから［拡大］を選択します。拡大したい範囲の１点目をマウスでクリックすると

枠が表示され、対角の２点目をクリックすると拡大表示されます。 

※クイックアクセスツールバーの［拡大］               からも実行できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②指定範囲拡大表示 

拡大したい範囲をマウスの右ボタンでドラッグすると、指定した範囲が黒く表示され、右ボタン

を離すと拡大表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワンポイント 

●【拡大表示】コマンドは、１回の操作で自動的にコマンドが解除されますので、再度、拡

大したい場合は、もう一度【拡大表示】コマンドを実行します。 

●【拡大表示】コマンドは、入力コマンド実行中に割り込んで実行できます。 

①マウスの左ボタンをクリック

②マウスを動かし枠を広げ

て左ボタンをクリック 

③拡大表示される

①マウスの右ボタンをドラッグする

②マウスの右ボタンを離す

③拡大表示される
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③文字の拡大・縮小表示 

[表示]メニューから[文字拡大]を選択すると作業ウィンドウの文字を拡大表示し、[文字縮小]

を選択すると作業ウィンドウの文字を縮小表示します。 

 

 

 

※アイコンをクリックするごとに文字が大きくまたは小さく表示され、拡大・縮小の上限、また

は下限に達すると、アイコンはグレー表示になります。 

※[ファイル]メニューの[環境設定]で[作業ウィンドウ文字サイズ]の「文字倍率」のスライダー

を中央に移動すると初期値に戻ります。 

 

④全体表示 

[表示]メニューから[全体]を選択すると図面全体を表示します。 

 

 

 

※コマンドを実行していない時は、作業ウィンドウ上の部材のない部分を右クリックすると図面

全体を表示します。 

※クイックアクセスツールバーの［図面全体表示］               からも実行

できます。 

 

⑤ズームアップ・ズームダウン 

マウスのホイールを手前に回転させると画面の中心を基準にズームアップし、奥に回転させると

ズームダウンします。 

 

⑥パンニング表示 

マウスのホイールを押すと､カーソルの表示が に変わります。ホイールを押したまま動かし離

すと画面の大きさを変えずに位置を移動して表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①マウスのホイールを押したまま、

移動したい方向へドラッグする 

②表示させたい場所でマウス

のホイールを離す 
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◆キーボード操作 

作業ウィンドウで共通するキー操作については、次のとおりです。 

キー パンニング 
Page 
Up キー ズームアップ 

Page 
Down キー ズームダウン 

Home キー 全体を表示 

Ctrl ＋
Page 
Up  または Page

Down キー 表示階の変更 

Ctrl ＋ キー 軸組図の軸の変更 

 

◆画面の表示設定 

 

①部材の表示/非表示 

[表示]メニューから〔部材〕パネルの各コマンドを選択すると、部材が非表示になります。再度、

非表示にした部材のコマンドを選択すると、部材を表示します。 

部材の表示/非表示は軸組図・３Ｄモデルサブウィンドウにも反映されます。 

また「３Ｄモデルサブウィンドウ」の部材の表示/非表示でも同じ動作が行えます。 

 

部材が全表示の状態 壁と床が非表示の状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ボタンをクリックするとメニューが表示され、各部材で表示または非表示にする項目を設定

できます。各項目の□をクリックして を入れると伏図に表示し、 をはずすと非表示になりま

す。 
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断面寸法ＯＮの状態 断面名称、左端・右端接合部名称ＯＮの状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②グリッド前面表示 

[表示]メニューから〔モード〕パネルの[グリッド前面表示]を選択すると、グリッドを部材の前

面に表示します。再度、選択すると、グリッドを部材の背面に表示します。 

 

グリッド前面表示ＯＮの状態        グリッド前面表示ＯＦＦの状態 
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③下図前面表示 

[表示]メニューから〔モード〕パネルの[下図前面表示]を選択すると、下図を入力した部材の前

面に表示します。再度、選択すると、下図を部材の背面に表示します。 

下図として表示する階は、[表示]メニューから〔下図表示〕パネルの各コマンドを選択して変更

します（詳細は、「⑤下図表示」を参照して下さい）。 

 

下図前面表示(下階下図表示)ＯＮの状態   下図前面表示(下階下図表示)ＯＦＦの状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④見かけ等スパン 

[表示]メニューから〔モード〕パネルの［見かけ等スパン］の□をクリックすると が入り、作

業ウィンドウに表示されているスパンが等スパンで表示されます。 

※スパンの間隔が狭く重なって見づらい場合などに使用します。 

 

見かけ等スパンＯＦＦの状態          見かけ等スパンＯＮの状態 
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⑤下図表示 

[表示]メニューから〔下図表示〕パネルの各コマンドを選択すると、表示する下図を変更するこ

とができます。 

 

上階ＯＮの状態        下階ＯＮの状態        なしＯＮの状態 
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⑥３Ｄ表示 

[表示]メニューから〔３Ｄ表示〕パネルの各コマンドを選択すると、３Ｄモデルの表示を変更す

ることができます。 

 

各階ＯＮの状態        全階ＯＮの状態        ＸＹ軸ＯＮの状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全階を表示しているときは、階をスライドして表示することができます。 

 

Ｘスライド            Ｙスライド          Ｚスライド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライドの初期化：スライドを初期状態に戻します。                    
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現在、伏図に表示されている部材を軸組図や３Ｄモデルで表示します。サブウィンドウの表示は、

[表示]メニューの〔モード〕パネルで設定します。各項目の□をクリックして を入れると表

示し、 をはずすと非表示になります。再度、 を入れると表示します。 

 

軸組図ＯＮ／３Ｄ ＯＮの状態 軸組図ＯＮの状態 ３Ｄ ＯＮの状態 

 

 

3.3 サブウィンドウ 

サブウィンドウでの操作を確認します。 
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◆サブウィンドウの設定 

サブウィンドウの位置を変更することや、サブウィンドウを自動的に隠すことができます。 

 

 

 

● [ウィンドウの位置]  

[ウィンドウの位置]をクリックすると、サブメニューが表示されます。 

 

 

 

 

①フローティング 

フローティングをクリックするとサブウィンドウが切り離され、自由な位置に配置することが

できます。切り離されたサブウィンドウのタイトルバーをドラッグすると位置が移動できます。

サブウィンドウのタイトルをダブルクリックしても、サブウィンドウが切り離されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※サブウィンドウを切り離しドラッグすると、ドッキングアイコン(上図の赤丸)が表示されます。 

ドッキングアイコンにマウスのポインタをドラッグすると、右、もしくは左の位置にサブウィ

ンドウを統合します。 

※[ウィンドウの位置]のサブメニューを表示せず、タイトルバーを直接ドラッグしてもサブウィ

ンドウの移動が行えます。ただし、[ウィンドウの位置]で[自動的に隠す]に が入っている場

合や、[自動的に隠す] をクリックしている場合はサブウィンドウの移動ができません。 

 

②ドッキング 

分離状態のサブウィンドウの場合、ドッキングに を入れるとサブウィンドウを元の位置に統合

します。サブウィンドウのタイトルをダブルクリックしても、元の位置に統合します。 

 

③ 自動的に隠す 

[自動的に隠す]に が入っている場合は、サブウィンドウを自動的に隠し、作業ウィンドウの端に

アイコン化されます。 をはずすと、常にサブウィンドウが表示されます([自動的に隠す] を

参照してください）。 

ドッキングアイコン

ウィンドウの位置 自動的に隠す
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●[自動的に隠す]  

[自動的に隠す]をクリックすると、サブウィンドウを自動的に隠し、作業ウィンドウの端にアイ

コン化されます。 

アイコン化している場合は、サブウィンドウアイコンにカーソルを合わせた時にサブウィンド

ウが表示され、作業ウィンドウでクリックするとサブウィンドウがアイコン化されます。作業

ウィンドウを広く使いたい場合に便利です。 

アイコン化している場合は、サブウィンドウアイコンにカーソルを合わせた時に表示される、[自

動的に隠す]のアイコンが に変わります。常に、サブウィンドウを表示したい場合は、再度、[自

動的に隠す]のアイコン をクリックすると常に表示され、アイコンが に変わります。 と の

アイコンの表示は、クリックするごとに切替わります。 

 

[自動的に隠す]
を選択する 

アイコン化 
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◆軸組図サブウィンドウの画面操作 

サブウィンドウに表示されている図は、拡大、パンニングなどの画面操作を行うことができます。 

 

① 拡大表示 

拡大したい範囲をマウスの右ボタンでドラッグすると指定した範囲が黒く表示され、右ボタン

を離すと拡大表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

②図面全体表示 

拡大・移動したウィンドウ内で右クリックすると全体表示します。 

 

③ズームアップ・ズームダウン 

マウスのホイールを手前に回転させると画面の中心を基準にズームアップし、奥に回転させる

とズームダウンします。 

 

④パンニング表示 

マウスのホイールを押すと､カーソルの表示が  に変わります。ホイールを押したまま動かし

離すと画面の大きさを変えずに位置を移動して表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤軸の変更 

サブウィンドウの軸名を左クリックすると次の軸を表示します。右クリックすると前の軸を表示

します。 

※伏図の軸名をクリックしても、サブウィンドウに連動して表示します。 

③拡大表示される ①マウスの右ボタンをドラッグする

②マウスの右ボタンを離す

②表示させたい場所で 

マウスのホイールを離す 

①マウスのホイールを押したまま、

移動したい方向へドラッグする 

クリックする 
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◆３Ｄモデルサブウィンドウの画面操作 

３Ｄモデルサブウィンドウでは、ツールバーまたはキーボードなどから注視点の移動や表示モー

ドの切替え、拡大などの画面操作を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●表示モードの切替え 

[表示モードの切替え] をクリックすると、各階→全階→ＸＹ軸の順に表示されます。 

[各階]                   [全階]                 [ＸＹ軸] 

伏図の作業ウィンドウで表示      全階表示します。               軸組図で表示している軸のみ 

している階(層)のみ表示します。                                 表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

●全体表示 

[全体表示] をクリックすると全体表示します。または画面上を右クリックすると全体表示し

ます。 

 

●自動回転描画 

[ぐるぐる回る] をクリックすると注視点を中心にカメラが自動回転し表示します。再度クリ

ックすると、自動回転を停止します。 

 

●ウォークスルー 

[動き回る] をクリックするとウォークスルーによる描画を実行します。再度クリックする

と、描画を停止します。 

 

●壁の表示・非表示 

[壁の表示・非表示の切替え]  をクリックすると、表示している壁を非表示にします。 

再度クリックすると、壁を表示します。壁の表示/非表示は伏図・軸組図にも反映されます。 
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●床の表示・非表示 

[床の表示・非表示の切替え]  をクリックすると、表示している床・天井を非表示にします。再

度クリックすると、床・天井を表示します。床の表示/非表示は伏図にも反映されます。 

 

●柱の表示・非表示 

[柱の表示・非表示の切替え]  をクリックすると、表示している柱・小屋束を非表示にします。

再度クリックすると、柱・小屋束を表示します。柱の表示/非表示は伏図・小屋伏図・軸組図に

も反映されます。 

 

●はりの表示・非表示 

[はりの表示・非表示の切替え]  をクリックすると、表示しているはりを非表示にします。 

再度クリックすると、はりを表示します。はりの表示/非表示は伏図・小屋伏図・軸組図にも反

映されます。 

 

●屋根の表示・非表示 

[屋根の表示・非表示の切替え]  をクリックすると、表示している屋根を非表示にします。 

再度クリックすると、屋根を表示します。屋根の表示/非表示は小屋伏図にも反映されます。 

 

●ブレースの表示・非表示 

[ブレースの表示・非表示の切替え］  をクリックすると、表示しているブレースを非表示にし

ます。再度クリックすると、ブレースを表示します。ブレースの表示/非表示は伏図・軸組図に

も反映されます。 

 

●ヘルプ 

[ヘルプ] をクリックすると、ヘルプを表示します。 

 

●３Ｄ最大化 

[３Ｄ最大化] をクリックすると、３Ｄモデルサ

ブウィンドウを大きく表示します。 

[閉じる] をクリックまたは３Ｄモデルサブウィ

ンドウ以外をクリックすると、拡大した３Ｄモデル

サブウィンドウを閉じます。 
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●回転 

マウスの左ボタンをドラッグすると、回転表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ＸＹ平面移動 

W キーを押しながらマウスの左ボタンをドラッグまたは、マウスのホイールをドラッグすると、

ＸＹ平面の平行に視点、注視点が移動します。また、 W キーを押しながらホイール回転すると、

ＸＹ平面の垂直に視点、注視点が移動します。 

 

●首振り 

H キーを押しながらマウスの左ボタンをドラッグすると、視点を中心に注視点が移動します。 

 

●拡大表示 

拡大したい範囲をマウスの右ボタンでドラッグすると、指定した範囲が拡大表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ズームアップ・ズームダウン 

マウスのホイールを手前に回転させると画面の中心を基準にズームアップし、奥に回転させると

ズームダウンします。 

①マウスの右ボタンをドラッグする

②マウスの右ボタンを離す 

③拡大表示される 

①マウスの左ボタンをドラッグする ②表示させたい場所で 

マウスの左ボタンを離す 
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１．[ファイル]メニューから[環境設定]を選択する。 

 

 

 

『環境設定』ダイアログが表示されます。 

 

２．[軸ドラッグによるスパン変更]から[フォルダ]までの内容を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①軸ドラッグによるスパン変更 

[軸ドラッグによるスパン変更]を すると、伏図で軸名をマウスの左ボタンでドラッグし、ス

パンピッチを変更することができます。 

※[ドラッグピッチ]は mm 単位で設定します。 

※[入力][屋根入力]メニューの〔スパピッチ〕パネルでも変更できます。 

 

 

②自動保存ファイルを作成する 

 [自動保存ファイルを作成する]を すると、入力中のデータを設定された時間の間隔ごとに

AutoSave.wsti のファイル名で自動保存します(AutoSave.wsti ファイルは、[データ保存]で設定

している場所に保存されます)。 

AutoSave.wsti ファイルは、ファイル名の変更をすることにより、入力データファイルとして使

用できます。 

※そのままのファイル名(AutoSave.wsti)で入力データファイルとして使用しないでください。 

※自動保存の間隔は分単位で設定します。 

 

③起動時に更新用サーバーをチェックする 

プログラム起動時に更新用サーバーをチェックする場合に します。 

 

3.4 環境設定 

データを保存する場所や動作環境などを設定します。 

③

①

⑤

④ 
②
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④作業ウィンドウ文字サイズ 

作業ウィンドウに表示する文字サイズを最小サイズと文字倍率で指定します。 

初期値は、最小サイズ 10 ドット、文字倍率 1.0 倍になります。 

※[表示]メニューの[文字拡大] 、[文字縮小]で文字サイズを変更した場合は、変更した文字サ

イズが反映されます。 

 

⑤ フォルダ 

[データ保存]：データファイルの読込みおよび保存するフォルダを設定します。初期値は、

C:\Users\ユーザー名\Documents\WOOD-STV1\data フォルダになります（ここに

保存しない場合はフォルダを設定します）。 

[作業用]  ：計算で使用する一時的なファイルを保存するフォルダを設定します。初期値は、

C:\Users\ユーザー名\Documents\WOOD-STV1\work フォルダになります（ここに

保存しない場合はフォルダを設定します）。 

 

＜フォルダの設定方法＞ 

[データ保存]または[作業用]の参照ボタンをクリックすると、『フォルダの参照』ダイアログが

表示されます。 

『フォルダの参照』ダイアログに表示されているフォルダ欄から、指定するドライブ名、フォル

ダ名を選択します。 

指定するフォルダ名が反転表示されていることを確認し、ＯＫボタンをクリックすると設定さ

れます。 

※新しいフォルダの作成ボタンをクリックすると、新規フォルダを作成することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．『環境設定』ダイアログのＯＫボタンをクリックし、終了する。 
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◆コマンドに該当するヘルプを表示する方法 

[柱の配置]でヘルプを表示してみましょう。 

 

１．[入力]から[柱]を選択する。 

 

 

 

 

●ダイアログからヘルプを表示する方法 

『柱の配置』ダイアログが表示されます。 

[ヘルプ]   をクリックすると、『柱の配置』に関するヘルプ画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§4 ヘルプ 

4.1 ヘルプ 

入力内容や操作方法が分からない場合にはヘルプを表示します。 

[柱の配置]のトピックが表示されます。 
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●キーボードの F1 キーを押してヘルプを表示する方法 

コマンド実行中に F1 キーを押すと、『柱の配置』に関するヘルプ画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ヘルプ画面を閉じコマンドを終了する。 

ヘルプ画面のＸボタンをクリックしてヘルプを終了します。次いで、『柱の配置』ダイアログの

キャンセルボタンをクリックしてダイアログを閉じます。 

[柱の配置]のトピックが表示されます。 
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◆ヘルプ全体画面を表示する方法 

 

１．コマンドが入っていない状態でキーボードの F1 キーを押す。 

あるいは、[ヘルプ]から[ヘルプの起動]を選択する。 

 

 

 

 

『WOOD-ST ヘルプ』画面が表示されます。 

 

２．ヘルプ画面の内容を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ヘルプを終了する。 

へルプ画面のＸボタンをクリックします。 

目次、検索で 

トピックを表示

できます。 
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１．[ヘルプ]から[サポートセンター]を選択する。 

 

 

 

 

『オンラインサポートセンター』画面が表示されます。 

 

２．『オンラインサポートセンター』の内容を確認する。 

検索キーワードを入力し、  をクリックすると、該当するトピックが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．『オンラインサポートセンター』を終了する。 

『オンラインサポートセンター』画面の×ボタンをクリックします。 

 

 

4.2 オンラインサポートセンター 

ヘルプでは対処方法が分からない場合などにオンラインサポートセンター

を表示します。オンラインサポートセンターを利用するにはインターネット

への接続が必要です。 

ワンポイント 

オンラインサポートセンターには、操作・入力上のアドバイスなどが掲載されていま

す。 

このボタンで検索 

キーワード入力 
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１．［ヘルプ］から[概要編]を選択する。 

 

 

 

 

『概要編』のＰＤＦマニュアル画面が表示されます。 

 

２．ＰＤＦマニュアルの内容を確認する。 

[編集]メニューから[簡易検索]を選択すると、検索ツールバーが表示されます。 

検索キーワードを入力し、Enter キーを押すと、該当する部分が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他のマニュアルも同様に閲覧してみましょう。 

 

３．ＰＤＦマニュアルを終了する。 

ＰＤＦマニュアル画面の×ボタンをクリックします。 

 

4.3 マニュアル 

画面上で[概要編][出力例]のＰＤＦマニュアルが閲覧できます。 

キーワード入力 
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１．［ファイル］から[新規作成]を選択する。 

 

 

 

 

※クイックアクセスツールバーの[新規作成]               からも実行でき

ます。 

作業中のファイルを保存するかどうかを確認するダイアログが表示されます (開いているファ

イルのデータを変更していない場合、再計算していない場合は、ダイアログは表示されません) 。 

 

 

２．確認ダイアログでいいえボタンをクリックし、保存せず新規作成する。 

 

 

 

 

 

 はい    をクリックすると → 変更を保存して新規作成します。初めて保存する場合は 

『名前を付けて保存』ダイアログが表示されます。 

 いいえ   をクリックすると → 変更を保存せずに新規作成します。 

 キャンセルをクリックすると → 新規作成するのをキャンセルします。 

 

ファイルが何も開いていない状態となり、新たにデータの入力を行うことができます。 

 

§5 新規作成 
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◆建物概要 

建築物の名称：構造邸 

建設場所  ：東京都 

主要用途  ：事務所 

規模 

      延べ面積 ： 128 ㎡ 

   構造 ： 木造 

      階数 ： ２階 

   高さ ： 7.50ｍ 

   軒の高さ ： 6.70ｍ 

   基礎形式 ： 布基礎 

   基礎下端レベル ： 0.45ｍ 

 

◆設計方針 

１）両方向ともにルート２の構造計算、ルート２-１の基礎構造計算を行う。 

２）屋根の鉄骨ブレースは、天井に亀甲型に配置する。 

３）吹抜け部分に架けたトラスフレームは横架材として配置し、断面計算は行わない。 

 

§6 建物概要 

6.1 建物概要と設計方針 

入力する建物の概要と設計方針を確認しましょう。 
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6.2 設計図書 

意匠図を確認しましょう。 

1階平面図

２階平面図

小屋伏図

8
0
0
0

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

Y
1

Y2
Y3

Y4
Y5

Y
6

Y
7

Y
8

Y9

16000

吹抜

事務室

商談スペース

40
0
0

4
0
0
0

8
0
0
0

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

Y1
Y
2

Y
3

Y
4

Y5
Y6

Y
7

Y
8

Y
9

16000

倉庫

倉庫

作業場

4
0
0
0

4
0
0
0

80
0
0

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

Y
1

Y2
Y3

Y
4

Y5
Y
6

Y7
Y
8

Y9

16000

2
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0



34 

32
0
0

3
0
0

6
7
0
0

8
0
0

32
0
0

Y1 Y9

3
2
0
0

3
0
0

6
7
0
0

8
0
0

3
2
0
0

Y1 Y9

▽軒高

▽２階梁端

▽土台上端

X1 X17

▽土台上端

▽２階梁天

▽軒高 

 

 

 

 

 

Ｘ方向立面図

Ｙ方向立面図

Ｙ方向吹抜け部分断面図
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１．[基本データ]から[建物概要]を選択する。 

 

 

 

 

『建物概要』ダイアログが表示されます。 

 

２．[物件名称][建設場所][建物階数][平均はりせい][はり天端間高さ][土台天端高さ]

を入力する。 

下記のデータを入力しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．『建物概要』ダイアログのＯＫボタ

ンをクリックし、終了する。 

§7 基本データ 

7.1 建物概要 

階数・階高などの建物概要を入力します。 

入力項目 入力値

物件名称 構造邸

建設場所 東京都

建物階数 2 階

平均はり 

せい 

最上階 360

2 階 360

1 階 120

はり天端間

高さ 

2 階 3200

1 階 3200

土台天端高さ 300
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ワンポイント 

●[最高高さ]と[軒高さ]の入力は必要？ 

[最高高さ]の をはずしている場合は、全階木造の場合、土台天端高さ＋各階はり天端間

高さ＋屋根勾配から求めた屋根高さで自動計算します。[軒高さ]の をはずしている場合

は、土台天端高さ＋各階はり天端間高さで自動計算します。 

●[平均はりせい]の入力は必要？ 

[平均はりせい]は構造階高の計算に用います。 

●構造階高はどこで入力するの？ 

構造階高は、[はり天端間高さ]と[平均はりせい]から自動計算します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．[基本データ]から[基礎計算条件]を選択する。 

 

 

 

 

『基礎計算条件』ダイアログが表示されます。 

 

５．[基礎形式][地盤面から基礎底面までの深さ]を入力する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

基礎形式 布基礎 

地盤面から基礎底面

までの深さ 
450 
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１．[基本データ]から[固定荷重]を選択する。 

 

 

 

 

『標準固定荷重』ダイアログが表示されます。 
 

２．リスト編集ボタンをクリックする。 

リスト編集ボタンをクリックすると、『固定荷重リスト』ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

入力方法を確認しましょう。 

●追加 

追加はここ！をクリックすると、書き込み可能になりますので、各項目を順に入力します。 

Enter キーを押すか、次の項目をクリックすると内容が確定し、アイコンが になります。追

加後にＯＫボタンをクリックすると、固定荷重リストに登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●変更 

変更したい固定荷重の各項目をクリックして、名称や荷重などを変更します。変更後にＯＫ

ボタンをクリックすると、固定荷重リストが変更されます。 

●削除 

削除したい固定荷重の先頭にある マークをクリックして Delete キーを押すと、選んだ荷重

が削除されます。削除後にＯＫボタンをクリックすると、固定荷重リストから削除されます。 

7.2 固定荷重 

固定荷重を設定します。 

[追加はここ！]部分を

クリックすると、データ

を入力することができ

ます。 
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下記のデータを入力しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

床タブ 内壁タブ 外壁タブ 

 

 

 

天井タブ 屋根タブ 

 

 

 

 

３．『固定荷重リスト』ダイアログのＯＫボタンをクリックし、終了する。 

『標準固定荷重リスト』ダイアログが表示されます。 

 

入力項目 名称 荷重 

床 
床 600

なし 0

内壁 内壁 600

外壁 外壁 600

天井 天井 200

屋根 屋根 600
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４．標準固定荷重を入力する。 

下記のデータを入力しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．『標準固定荷重』ダイアログのＯＫボタンをクリックし、終了する。 

入力項目 名称 

屋根 屋根 

天井 天井 

１、２階 

床 床 

内壁 内壁 

外壁 外壁 

『固定荷重リスト』ダイアログで入力した

固定荷重の名称を、プルダウンリストから

選択します。 



40 

 

１．[基本データ]から[積載荷重]を選択する。 

 

 

 

 

『標準積載荷重』ダイアログが表示されます。 
 

２．標準積載荷重を入力する。 

下記のデータを入力しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．リスト編集ボタンをクリックする。 

『積載荷重リスト』ダイアログが表示されます。入力方法は「7.2 固定荷重」の『固定荷重リス

ト』ダイアログと同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．『積載荷重リスト』ダイアログのキャンセルボタンをクリックし、終了する。 

 

５．『標準積載荷重』ダイアログのＯＫボタンをクリックし、終了する。 

7.3 積載荷重 

積載荷重を設定します。 

入力項目 用途 

１、２階 事務所 

プルダウンリストから選択します。

『標準積載荷重』

ダイアログのプル

ダウンリストに表

示されます。 
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１．[ファイル]から[インポート]を選択する。 

 

 

 

 

『インポート』ダイアログが表示されます。 
 

２．インポートする項目を選択する。 

下記の項目に を入れて、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．『開く』ダイアログの開くボタンをクリックする。 

『開く』ダイアログが表示されます。インポートしたいデータが格納されたファイルを選択して、

開くボタンをクリックします。（ここでは、キャンセルボタンをクリックしましょう。） 

 

 

 

 

 

 

 

7.4 入力データのインポート 

別のファイルに保存されている荷重リスト、断面リスト、印刷項目などを作

業中のファイルに取り込みます。 

コマンド名称 

標準積載荷重 

標準固定荷重 

すべてＯＮボタン：すべての

項目に を入れます。 

すべてＯＦＦボタン：すべて

の項目の をはずします。 
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ワンポイント 

ここまで入力してきたデータに名前を付けて保存します。§8以降は、このデータを上書

き保存して作業を進めます。章ごとにデータを上書き保存するなど、作業の途中でデー

タ保存を行いましょう。 

 

１．[ファイル]メニューから[名前を付けて保存]を選択する。 

 

 

 

 

『名前を付けて保存』ダイアログが表示されます。 

 

２．ファイル名を設定してファイルを保存する。 

保存する場所を確認し、ファイル名を入力して保存ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.5 名前を付けて保存 

入力したデータファイルを保存します。 

データ保存フォルダ 適宜 

ファイル名 適宜 
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◆スパン数、スパン長、軸名の設定 

 

１．[基本データ]から[スパンピッチ設定]を選択する。 

 

 

 

 

『スパンピッチ設定』ダイアログが表示されます。 

 

２．Ｘ方向の基本スパン数と基本スパン長を設定する。 

下記のデータを入力し、Ｘ軸に設定ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｘ軸の軸名とピッチが変更されます。 

§8 スパン設定とＣＡＤ下図 

8.1 スパンピッチの設定 

基本となるスパンピッチを入力します。 

入力項目 入力値 

スパン長 1000 

スパン数 16 

軸名を初期化する ☑ 

タイプ X1,X2,X3･･･|Y1,Y2,Y3…
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３．Ｙ方向の基本スパン数と基本スパン長を設定する。 

[スパン数]のデータを変更し、Ｙ軸に設定ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｙ軸の軸名とピッチが変更されます。 

 

４．『スパンピッチ設定』ダイアログのＯＫボタンをクリックし、終了する。 

 

５．作業ウィンドウに設定した軸、スパンが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

スパン数 8 
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入力方法を確認しましょう。（ここでは操作を行いません。） 

●軸名を変更 

「Ｘ３」の「名称」の上にカーソルを合わせ、クリックします。 

軸名を「Ｘ２ａ」と入力し、Enter キーを押すと軸名が変更され、下の欄が反転表示します。 

続けて変更する場合は、変更する軸名を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●スパン長を変更 

「Ｘ１」の「スパン長」の上にカーソルを合わせ、クリックします。 

スパンを「910」と入力し、Enter キーを押すとスパン長が変更され、下の欄が反転表示します。

続けて変更する場合は、変更するスパン長を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●軸を挿入 

「Ｙ軸」の「番号 ２」の上で右クリックすると、ポップアップメニューが表示されます。 

［挿入］をクリックすると、指定した軸の次に「Ｙ２’」が挿入されます（挿入される軸名は、指

定位置の軸名に「’」が付いた軸名、挿入されるスパン長は基本のスパン長となります)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポップアップメニューの［削除］をクリックすると、選択した軸が削除されます。 

軸名上でクリック、 

軸名変更後Enterキーで確定

スパン長上でクリック、 

スパン長変更後Enterキーで確定

番号の上で右クリック 

[挿入]を選択して左クリック 

軸が挿入される 
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◆軸レイヤの設定 

 

１．[基本データ]から[スパンピッチ設定]を選択する。 

 

 

 

 

『スパンピッチ設定』ダイアログが表示されます。 

 

２．軸レイヤを選択する。 

「Ｘ３」の「軸レイヤ」の上にカーソルを合わせ、クリックすると、プルダウンリストが表示さ

れます。「軸レイヤ１」を選択すると、軸レイヤが変更されます。 

※解除する場合は「-」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．『スパンピッチ設定』ダイアログのＯＫボタンをクリックし、終了する。 

 

４．作業ウィンドウでレイヤを設定した軸の表示を確認する。 

[表示]メニューの〔軸表示〕パネルの各軸レイヤで、軸の名称、スパン長の表示と非表示を切り

替えることができます。 

「軸レイヤ１」の をはずすと、軸の名称、スパン長が非表示になり、軸が水色で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．軸レイヤを元に戻す。 

「軸レイヤ１」に します。または、クイックアクセスツールバーの[元に戻す]をクリックしま

す。 

軸レイヤの上でクリック、 

軸レイヤの選択で確定 
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◆軸名の変更 

 

１．作業ウィンドウの軸名「Ｙ８」上で右クリックする。 

ポップアップメニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．軸名を変更する。 

ポップアップメニューの[軸名の変更]を選択します。『軸名の変更』ダイアログが表示されます。 

「Ｙ７a」と入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．軸名を元に戻す。 

クイックアクセスツールバーの[元に戻す]               をクリックします。 

8.2 軸の編集 

作業ウィンドウで編集したい軸名を右クリックすると、ポップアップメニュ

ーが表示され、軸名の変更や軸の挿入・削除などを行うことができます。 

入力項目 入力値 

新しい軸名 Y7a 

ここで右クリック 

軸名が変更される 
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◆軸の挿入 

 

１．作業ウィンドウの軸名「Ｙ８」上で右クリックする。 

ポップアップメニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「Ｙ８」軸の上に新しく軸を挿入する。 

ポップアップメニューの[軸の挿入]を選択します。『軸の挿入』ダイアログが表示されます。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．軸を元に戻す。 

クイックアクセスツールバーの[元に戻す]               をクリックします。 

入力項目 入力値 

挿入する方向 後方へ挿入 

新しい軸名 Y8a 

Y8 軸からの距離 500 

ワンポイント 

[挿入後、軸名を初期化する]に

がある場合は、軸名を初期化し、

挿入された軸も含めて軸名を変更

します。初期化する軸名称は[基本

データ]の[スパンピッチ設定]の

[タイプ]で指定している名称とな

ります。 

ここで右クリック 

軸が挿入される
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◆軸の削除 

 

作業ウィンドウの軸名上で右クリックし、表示されたポップアップメニューから、[軸の削除]

を選択すると、『確認』ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＫボタンをクリックすると、軸が削除されます（ここでは、キャンセルボタンをクリックし

ましょう）。 

 

 

◆軸名の初期化 

 

作業ウィンドウの軸名上で右クリックし、表示されたポップアップメニューから[軸名の初期化]

を選択すると、以下の『軸名の初期化』ダイアログが表示されます。初期化する軸名称は[基本

データ]の[スパンピッチ設定]の[タイプ]で指定している名称となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＫボタンをクリックすると、軸が初期化されます（ここでは、キャンセルボタンをクリック

しましょう）。 

 

右クリック 

右クリック 
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◆方法１ 

 

１．作業ウィンドウの「Ｙ８」の軸名上にカーソルを合わせ、両方向矢印カーソルが表

示した状態でドラッグし、希望の寸法が表示されたら離す(今回は「2300」)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スパンピッチが変更されます。 

移動する単位長さは[ファイル]メニューの[環境設定]のダイアログ内にある[軸ドラッグによる

スパン変更]の[ドラッグピッチ]で設定した値です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.3 スパンピッチの変更 

作業ウィンドウで編集したいスパンを右クリックするとスパンが変更でき

ます。軸名上にカーソルを合わせてドラッグしてもスパンが変更できます。

両方向矢印が 

出たらドラッグ
マウスを離す 

スパンが変更される 
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◆方法２ 

 

１．作業ウィンドウの「Ｙ７-Ｙ８」間のスパン長の上にマウスのカーソルを合わせ、

右クリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『スパンピッチの変更』ダイアログが表示されます。 

 

２．「Ｙ７-Ｙ８」間のスパンを変更する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

新しいピッチ 1000 

ここで右クリック

スパンが変更される 
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 (ここでは操作を行いません。) 

 

１．[ＣＡＤ下図]から[開く]を選択する。 

 

 

 

 

『CAD ファイルを開く』ダイアログが表示されます。 

 

２．開くファイルを選択する。 

下図にするファイルを選択し、開くボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業ウィンドウに下図が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.4 ＣＡＤ図面からスパンピッチを読み込む 

ＣＡＤ図面からスパンと軸名称の自動読み込みができます。 
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３．[ＣＡＤ下図]から[スパンピッチ]を選択し、通り心のレイヤをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業ウィンドウに読み込まれたスパンピッチと軸名称が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイント 

ＣＡＤ下図では通り心と軸名を同じレイヤに設定し、他は別レイヤとしておくとスパ

ンと軸名を同時に読み込みます。通り心と軸名を別レイヤにすると、スパンのみ読み

込みます。 

[スパンピッチ]を選択し 

通り心のレイヤをクリック
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(ここでは操作を行いません。) 

 

１．[ＣＡＤ下図]から[原点指定]を選択する。 

 

 

 

 

 

２．原点位置を指定する。 

現在とは異なる位置を原点として指定します。現在の原点のすぐ隣の交点をクリックしましょう。 

下図の原点位置が移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．[ＣＡＤ下図]から[軸の挿入]を選択する。 

 

 

 

 

 

４．挿入する軸を指定する。 

挿入したい軸位置にある通り心を指定します。Ｘ１-Ｘ２間の通り心をクリックしましょう。 

指定した位置に軸が挿入されます。 

 

 

 

 

 

 

8.5 ＣＡＤ図面から軸を挿入 

図面から挿入したい軸を読み込むことができます。 

現在の原点のすぐ隣 

の交点をクリック 原点が移動 

この通りでクリック 軸が挿入される
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５．挿入した軸を削除する。 

挿入された作業ウィンドウの軸名「Ｘ１’」上で右クリックすると、ポップアップメニューが表

示されます。表示されたポップアップメニューから、[軸の削除]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の『確認』ダイアログが表示されます。ＯＫボタンをクリックすると、軸が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．[ＣＡＤ下図]から[位置合わせ]を選択する。 

 

 

 

 

 

７．原点位置を元の位置に戻します。 

元の原点の交点をクリックします。下図の原点位置が移動します。 

軸が削除される 

元の原点位置をクリック 原点が移動 
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８．[ＣＡＤ下図]から[閉じる]を選択する。 

 

 

 

 

作業ウィンドウから下図が消えます。 
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ここでは部材の配置にＣＡＤ下図を使用しませんが、ＣＡＤ下図を使用することで、柱位置や壁

位置等を正確に入力することができます。ＣＡＤ下図の表示・非表示の各項目について説明しま

す。 

(ここでは操作を行いません。) 

 

 

 

 

 

 

◆全図形表示 

[全図形表示]を選択すると、読込んだＣＡＤ図面の全図形を表示します。 

 

◆表示ＯＮ・ＯＦＦ 

[表示ＯＮ・ＯＦＦ]を選択すると、読込んだＣＡＤ図面の表示と非表示を切替えます。 

 

◆全レイヤ表示 

[全レイヤ表示]を選択すると、読込んだＣＡＤ図面のレイヤをすべて表示します。 

 

◆レイヤＯＮ 

[レイヤＯＮ]を選択すると、一旦、非表示になっているレイヤの画面が反転して表示されます。

表示したい図形をクリックすると、指定した図形と同じレイヤの図形がすべて非表示になります。

右クリックでコマンドを解除すると、表示と非表示の画面が反転して表示されます。 

 

◆レイヤＯＦＦ 

[レイヤＯＦＦ]を選択し、ＣＡＤ図面の非表示したい図形をクリックすると、指定した図形と同

じレイヤの図形がすべて非表示になります。 

 

◆ＣＡＤ下図前面表示 

[ＣＡＤ下図前面表示] を選択すると、下図として読込んだＣＡＤ図面を入力した部材の前面に

表示します。再度、実行すると、ＣＡＤ図面を入力した部材の背面に表示します。 

8.6 ＣＡＤ図面の表示・非表示 

ＣＡＤ図面の表示・非表示について確認します。 
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◆重複配置について 

 

節点だけを指定する部材（柱など）については重複配置（上書き）ができます。始端・終端の節

点を指定する部材（はりや壁など）については、以下のメッセージが表示され、重複配置（上書

き）ができません。 

 

 

 

 

 

 

◆やり直し、元に戻る 

 

●【Ｕｎｄｏ】：実行した操作を 1操作前の状態に戻します。 

 

 

 

 

●【Ｒｅｄｏ】：【Ｕｎｄｏ】コマンドの実行を取り消します。 

 

 

 

 

 

◆削除 

 

部材の配置コマンドを実行している場合に【削除】コマンドを実行し選択すると、実行中の配置

コマンドの部材のみ削除します。部材の配置コマンドを実行していない場合に【削除】コマンド

を実行すると、選択された部材をすべて削除します。 

 

 

 

§9 部材配置の操作方法 

9.1 共通操作 

部材配置に共通な操作を確認します。 
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◆切り取り、コピー、貼り付け 

 

伏図の作業ウィンドウでは、配置した部材データを切り取り、あるいはコピーし、別の階へ貼り

付けることができます。部材はコピーした位置と同じ位置に貼り付けられます。位置を指定して

貼り付けることはできません。 

 

 

 

 

 

１．［入力]から[切り取り]または[コピー]を選択する。 

切り取り、またはコピーする部材を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．［入力]から［貼り付け]を選択する。 

作業ウィンドウの表示階を切り替えて、部材を貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

部材を選択すると[切り取り][コピー]を

選択できます。 部材をクリックまたは

ドラッグで選択 

表示階を切り替える 

表示階を切り替えると[貼り付け]を選択

できます。 
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ここでは、サンプルファイル「EXP1.wsti」を使って説明します。 

 

◆作業ウィンドウでの編集 

 

●個別修正 

１．作業ウィンドウで[1F]タブを選択する。 

 

 

２．修正したい部材を選択する。 

修正したい部材の上で右クリックします。選択した位置に複数の部材が配置されている場合には

『ポップアップメニュー』が表示されますので、修正したい部材を選択します。今回は１Ｆの

X2 フレームの Y2-Y3 間で右クリックし、ポップアップメニューの[壁]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．部材を修正する。 

『壁のプロパティ[X2Y2-X2Y3]』ダイアログが表

示されます。 

選択した壁の入力データが表示されます。修正

を行う場合はデータを変更してＯＫボタンをク

リックします（ここでは、キャンセルボタンを

クリックしましょう）。 

9.2 部材の編集 

作業ウィンドウ、軸組図サブウィンドウ、３Ｄサブウィンドウで部材を編集

します。 

ここで右クリック 

ポップアップメニュー

から「壁」を選択 
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●複数修正 

１．修正したい部材を選択する。 

修正したい範囲をドラッグすると選択した部材が黄色くなるので、任意の位置で右クリックしま

す。選択した範囲に複数の部材が配置されている場合には、『ポップアップメニュー』が表示さ

れますので、修正したい部材を選択します。今回は１Ｆ全体をドラッグして選択します。任意の

位置で右クリックし、ポップアップメニューの[柱]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．部材を修正する。 

『柱のプロパティ]』ダイアログが表示されます。 

変更したい項目に☑を入れると、変更が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正を行う場合はデータを変更してＯＫボタンをクリックします（ここでは、キャンセルボタ

ンをクリックしましょう）。 

任意位置で 

右クリック 

ポップアップメニュー 

から「柱」を選択 

範囲をドラッグ 
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ワンポイント 

作業ウィンドウで軸名をクリックすると、連動して軸組図サブウィンドウに軸組図を表

示します。 

◆軸組図ウィンドウでの編集 

 

１．修正したい部材を選択する。 

修正したい部材の上でクリックします。今回は１ＦのX2フレームのY2-Y3間でクリックします。 

選択した壁が黄色くなり入力データが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．部材を修正する。 

『壁のプロパティ[X2Y2-X2Y3]』ダイアログが表示されます。 

選択した壁の入力データが表示されます。修正を行う場合はデータを変更してＯＫボタンをク

リックします（ここでは、キャンセルボタンをクリックしましょう）。 

 

X2

Y2
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◆３Ｄウィンドウでの編集 

 

１．修正したい部材を選択する。 

修正したい部材の上でクリックします。今回は２ＦのX2フレームのY2-Y3間でクリックします。 

選択した壁が黄色くなり入力データが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．部材を修正する。 

『壁のプロパティ[X2Y2-X2Y3]』ダイアログが表示されます。 

選択した壁の入力データが表示されます。修正を行う場合はデータを変更してＯＫボタンをク

リックします（ここでは、キャンセルボタンをクリックしましょう）。 
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１．［基本データ]から[柱断面リスト]を選択する。 

 

 

 

 

『柱断面リスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．柱断面を入力する。 

下記の柱断面を入力します。 

 

 

 

 

 

 

手順は以下の通りです。「C120」を入力してみましょう。 

１行目の[名称]のセルをクリックして「C120」を入力します。入力した後に Enter キーを押すと

次のセルが反転表示されて入力できます。セルをクリックして入力することもできます。[Dx][Dy]

に「120」、[材質名称]に「E95-F315(4)」、[樹種名称]に「スプルース」、[グループ]に「J3」を入

力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§10 柱の配置 

10.1 柱断面リストの入力 

柱の断面を登録します。 

名称 ＤＸ ＤＹ 材質名称 樹種名称 グループ 強軸方向 

C120 120 120 

E95-F315(4) スプルース J3 

X 方向 

C180X 180 120 X 方向 

C180Y 120 180 Y 方向 

C210 210 210 X 方向 

セルをクリックすると表示される

プルダウンリストから選択します。 

セルをクリックすると反転

表示されて入力できます。 

[名称]入力後に Enter キーを

押すと反転表示されて入力で

きます。 
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先頭にある マークを右クリックして「コピー」を選択します。 

次に、同じ マークを右クリックして、「下に挿入」を選択します。「下に挿入」を３回繰り返し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２行目の[名称]のセルをクリックして「C180X」を入力します。次いで、[Dx]に「180」を入力し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様にして「C180Y」「C210」を入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「下に挿入」を

３回行います。 

クリック 

右クリック 右クリック 

コピーが３行追

加されました。 

[名称]入力後に Enter キー

で確定 
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ワンポイント 

入力項目のセルの境界線上にマウスを移動するとマウスカーソルが  に変わります。

カーソルを左右にドラッグしてセルの幅を変えることができます。また、ダブルクリッ

クすると入力値に合わせたセル幅に変わります。 

 

１．［基本データ]から[端部接合部リスト]を選択する。 

 

 

 

 

『端部接合部リスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．端部接合部を入力する。 

下記の端部接合部を入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2 柱端部接合部リストの入力 

柱の端部接合部の名称、型番を登録します。 

名称 製品 型番 耐力低減係数 

HDP10 TEC-ONE 柱頭柱脚(隅柱：スギ KD) HDP 10＋HDW_PL-SGKD-Ⅲ 0.95 

セルをクリックすると表示される

プルダウンリストから選択します。 

左右にドラッグ、 

またはダブルクリック 
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ワンポイント 

●部材データの配置ダイアログが表示されている場合、作業ウィンドウをクリックして

コマンドを操作できます。 

  左クリック：ＯＫボタン実行 右クリック：キャンセルボタン実行 

●部材の配置コマンド中に作業ウィンドウを右クリックすると、配置ダイアログが表示

されます。 

 

１．作業ウィンドウで[1F]タブを選択する。 

 

 

２．[入力]から[柱]を選択する。 

 

 

 

 

『柱の配置』ダイアログが表示されます。 

 

３．１Ｆに柱(C120)を配置する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.3 柱の配置 

柱を配置します。 

入力項目 入力値 

断面計算 する 

断面 C120 

柱頭接合部 HDP10 

柱脚接合部 HDP10 
をクリックすると「柱断面リスト」

「端部接合部リスト」に登録した名

称を選択できます。 

作業ウィンドウをクリッ

クしてコマンドを実行す

ることもできます。 
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柱のついたカーソルが表示されます。柱を配置したい節点にカーソルを合わせクリックすると、

柱が配置されます。 

 

 

 

 

 

あるいは、柱を配置したい範囲をドラッグすると、柱が配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

下記■の位置に柱（C120）を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10-X16 X17 

Y9 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  ■ 

Y8 ■        ■   

Y7 ■        ■   

Y6 ■        ■   

Y5 ■        ■   

Y4 ■           

Y3 ■           

Y2 ■           

Y1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  ■ 

１階

ドラッグ 
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４．１Ｆに柱(C180X)を配置する。 

作業ウィンドウ上で右クリックすると、『柱の配置』ダイアログが表示されます。 

[断面計算][柱頭接合部][柱脚接合部]は変えず、[断面]のデータのみ変更し、ＯＫボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記■の位置に柱（C180X）を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

断面 C180X 

 X1-X16 X17 

Y9   

Y8   

Y7  ■ 

Y6   

Y5  ■ 

Y4   

Y3  ■ 

Y2   

Y1   

[断面計算][柱頭接合部][柱脚接合部]の

設定は同じです。 

１階
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５．１Ｆに柱(C180Y)を配置する。 

作業ウィンドウ上で右クリックすると、『柱の配置』ダイアログが表示されます。 

[断面]のデータのみ変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

下記■の位置に柱（C180Y）を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

断面 C180Y 

 X1-X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16-X17

Y9  ■  ■  ■  

Y8        

Y7        

Y6        

Y5        

Y4        

Y3        

Y2        

Y1  ■  ■  ■  

１階
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ワンポイント 

構造計算書の「§7.8.9 柱燃えしろ詳細表」で、燃えしろ計算の結果を確認できます。 

 

６．１Ｆに柱(C210)を配置する。 

作業ウィンドウ上で右クリックすると、『柱の配置』ダイアログが表示されます。 

[断面][燃えしろ計算][X 方向燃えしろ面][Y 方向燃えしろ面]のデータを変更し、ＯＫボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記■の位置に柱（C210）を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

断面 C210 

燃えしろ計算 する 

Ｘ方向燃えしろ面 両面 

Ｙ方向燃えしろ面 両面 

 X1-X4 X5 X6-X17 

Y9    

Y8    

Y7    

Y6    

Y5  ■  

Y4    

Y3    

Y2    

Y1    

１階
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７．作業ウィンドウを２回右クリックして「柱の配置」を終了する。 

作業ウィンドウ内で右クリックすると『柱の配置』ダイアログが表示されます。キャンセルボ

タンをクリックして終了することもできます。 

 

８．[入力]からコピーを選択する。 

 

 

 

 

１Ｆに配置した全ての柱をコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．作業ウィンドウで[2F]タブを選択する。 

 

 

１０．２Ｆに柱を配置する。 

[入力]から[貼り付け]を選択すると、同じ位置に柱が貼り付けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての柱をドラッグで囲みます [入力]から[コピー]を選択します 

２階
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ワンポイント 

このまま配置することが可能ですの

で、すでに配置してある部材と同じ仕

様で配置したい場合は参照ボタンを

使用すると便利です。 

他の部材の配置コマンドにある参照

ボタンも同様です。 

◆参照ボタン 

 

『柱の配置』ダイアログにある参照ボタンをクリックし、すでに配置されている部材をクリッ

クすると、選択した部材の仕様が『柱の配置』ダイアログに反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置された部材をクリック
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１．作業ウィンドウで[2F]タブを選択する。 

 

 

２．２Ｆに柱通し位置を配置する。 

[入力]から[柱通し位置]を選択します。 

 

 

 

 

 

配置された柱にカーソルを合わせクリックすると、柱通し位置が配置されます。 

 

10.4 柱通し位置の配置 

柱通し位置を指定します。 

クリック 

ワンポイント 

●1～3 階通し柱とする場合は、最下階と最上階以外の各階に入力します。 

●中間階柱と中間階の下階の柱を通し柱とする場合は、中間階に柱通し位置を配置する

必要があります。 

 

 

 

 

 

●通し柱とする場合の断面形状や柱脚、柱頭接合部などの柱データは、柱脚位置での柱

データを利用します。 

２階 

１階 

１階中間階 
通し柱位置 
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下記◎の位置に柱通し位置を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．作業ウィンドウで右クリックしてコマンドを解除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 X1 X2-X4 X5 X6-X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17

Y9 ◎    ◎  ◎  ◎  ◎  ◎ 

Y8              

Y7              

Y6              

Y5 ◎  ◎  ◎        ◎ 

Y4              

Y3              

Y2              

Y1 ◎    ◎  ◎  ◎  ◎  ◎ 

２階
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１．［基本データ]から[基礎ばり断面リスト]を選択する。 

 

 

 

 

『基礎ばり断面リスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．基礎ばり断面を入力する。 

下記の基礎ばり断面を入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§11 基礎ばり・土台・はりの配置 

11.1 基礎ばり断面リストの入力 

基礎ばりの断面を登録します。 

名称 Ｂ ｄ１ ｄ２ Ｌ Ｔ ｕＮ１ ｕＤ１ 

FG 250 180 450 800 200 3 D16 

ｄＮ１ ｄＤ１ ｓＮ ｓＤ ピッチ    

3 D16 2 本 D10 200    
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１．作業ウィンドウで[基礎]タブを選択する。 

 

 

 

２．[表示]から[下階]を選択する。 

 

 

 

 

基礎階では、[下図表示]を[下階]としても上階が下図に表示されます。 

 

３．[入力]から[基礎ばり]を選択する。 

 

 

 

 

『基礎ばりの配置』ダイアログが表示されます。 

 

４．基礎階に基礎ばりを配置する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.2 基礎ばりの配置 

基礎ばりを配置します。 

入力項目 入力値 

断面計算 する 

断面 FG 
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基礎ばりを配置したい範囲の始端をクリックするとラバーバンドが表示されます。終端でクリッ

クすると基礎ばりが配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あるいは、基礎ばりを配置したい範囲をドラッグすると、囲んだ範囲の外周に基礎ばりが配置さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置に基礎ばりを配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーム 配置範囲 

Y9 X1-X17 

Y5 X1-X9 

Y1 X1-X17 

X1 

Y1-Y9 X9 

X17 

範囲をドラッグ

始端でクリック 

ラバーバンド 

終端でクリック 

基礎階



79 

 

１．［基本データ]から[はり断面リスト]を選択する。 

 

 

 

 

『はり断面リスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．はり断面を入力する。 

下記のはり断面を入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.3 はり断面リストの入力 

はりの断面を登録します。 

名称 Ｂ Ｄ 構成 材質種別 材質名称 樹種名称 

D120 

120 

120 構造用製材 告示(目視等級～) ﾋﾉｷ甲種 1級 - 

G180 180 

構造用集成材 告示(対称異等級～) E105-F300 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ G270 270 

G360 360 
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１．［基本データ]から[端部接合部リスト]を選択する。 

 

 

 

 

『端部接合部リスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．端部接合部を入力する。 

下記の端部接合部を入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

11.4 はり端部接合部リストの入力 

はりの端部接合部の名称、型番を登録します。 

名称 製品 型番 耐力低減係数 

TH10B TEC-ON 梁受(梁-梁:ｽﾌﾟﾙｰｽ EW) TH10_BB-WWEW-Ⅲ 

0.95 

TH10P TEC-ON 梁受(柱-梁:ｽﾌﾟﾙｰｽ EW) TH10_PBH-WWEW-Ⅲ 

TH18P TEC-ON 梁受(柱-梁:ｽﾌﾟﾙｰｽ EW) TH18_PBH-WWEW-Ⅲ 

TH24B TEC-ON 梁受(梁-梁:ｽﾌﾟﾙｰｽ EW) TH24_BB-WWEW-Ⅲ 

TH24P TEC-ON 梁受(柱-梁:ｽﾌﾟﾙｰｽ EW) TH24_PBH-WWEW-Ⅲ 

TH33P TEC-ON 梁受(柱-梁:ｽﾌﾟﾙｰｽ EW) TH33_PBH-WWEW-Ⅲ 

ワンポイント 

はり端部に設置する金物は、はりの端部が接続する部材（はりまたは柱）によって異なり

ます。はりが架けられる箇所が、柱-はり間、柱-柱間、はり-はり間であるかを確認して

入力します。 

製品名で、使用できる箇所を確認

できます。 



81 

 

１．作業ウィンドウで[1F]タブを選択する。 

 

 

 

２．[入力]から[はり]を選択する。 

 

 

 

 

『はりの配置』ダイアログが表示されます。 

 

３．１Ｆに土台を配置する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土台を配置したい範囲の始端をクリックすると、ラバーバンドが表示されます。終端でクリック

すると土台が配置されます。 

11.5 土台・はりの配置 

土台、はりを配置します。 

入力項目 入力値 

種別 土台 

断面 D120 

左端接合部 なし 

右端接合部 なし 

始端でクリック 

ラバーバンド 
終端でクリック 
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あるいは、土台を配置したい範囲をドラッグすると、囲んだ範囲の外周に土台が配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置に土台を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーム 配置範囲 

Y9 
X1-X17 

Y1 

X1 Y1-Y9 

X9 Y5-Y9 

X17 Y1-Y9 

１階

範囲をドラッグ

「§13.4 床組荷重リストの入力」で

小ばりを配置します。 
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４．作業ウィンドウで[2F]タブを選択する。 

 

 

５．２Ｆにはりを配置する。 

●はり(G180) 

作業ウィンドウ内で右クリックします。『はりの配置』ダイアログが表示されます。 

[種別][断面計算][断面][左端接合部][右端接合部]のデータを変更し、ＯＫボタンをクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置にはり(G180)を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入力項目 入力値 

種別 はり 

断面計算 する 

断面 G180 

左端接合部 TH18P 

右端接合部 TH18P 

フレーム 配置範囲 

Y9、Y1 

X9-X11 

X11-X13 

X13-X15 

X15-X17 

X17 

Y1-Y3 

Y3-Y5 

Y5-Y7 

Y7-Y9 

２階

柱-柱間にはりを配置するので、

端部接合部の金物は左右で同じ

です。
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ワンポイント 

３Ｄウィンドウの[柱の表示・非表示]で

も同様の操作が行えます。 

６．[表示]から[柱の表示・非表示]を選択する。 

 

 

 

 

[柱の表示・非表示]をクリックして柱を非表示にすると、はりの始端と終端が確認しやすくなり

ます。 

 

 

 
 

 

 

 

７．[表示]から[下図全面表示]を選択する。 

 

 

 

 

[下図前面表示]をクリックすると、下階の柱の位置を確認しながらはりを配置することができま

す。 

 

 

 
 

 

 

 

８．[表示]から[はり]の表示項目を選択する。 

下記の項目を設定しましょう。はりの断面名称、接合部名称を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示項目 

断面名称 

左端接合部名称 

右端接合部名称 
を入れます。
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９．２Ｆにはりを配置する。 

●はり(G360)  

作業ウィンドウ内で右クリックします。『はりの配置』ダイアログが表示されます。 

[断面][左端接合部][右端接合部]のデータを変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置にはり(G360)を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

断面 G360 

左端接合部 TH33P 

右端接合部 TH33P 

フレーム 配置範囲 

Y9、Y5、Y1 
X1-X5 

X5-X9 

X1、X9 
Y1-Y5 

Y5-Y9 

２階

柱-柱間にはりを配置します。
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●はり(G270 柱-柱間) 

作業ウィンドウ内で右クリックします。『はりの配置』ダイアログが表示されます。 

[断面][左端接合部][右端接合部]のデータを変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置にはり(G270)を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

断面 G270 

左端接合部 TH24P 

右端接合部 TH24P 

フレーム 配置範囲 

X5 
Y1-Y5 

Y5-Y9 

２階

柱-柱間にはりを配置します。
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●はり(G270 柱-はり間) 

作業ウィンドウ内で右クリックします。『はりの配置』ダイアログが表示されます。 

[左端接合部][右端接合部]のデータを変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置にはり(G270)を配置しましょう。 

 

 

 

配置したい範囲をドラッグすると、はりが交差した位置で分割して配置されます。 

入力項目 入力値 

左端接合部 TH24P 

右端接合部 TH24B 

フレーム 配置範囲 

X2 Y1-Y9 

端部に設置する金物を、左端に柱

用、右端にはり用を設定します。

X 軸 Y軸に平行なはりが交差する場合、

交差位置で分割した複数のはりとして

配置されます。 
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同様にして下記の位置にはり(G270)を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．作業ウィンドウを２回右クリックして「はりの配置」を終了する。 

作業ウィンドウ内で右クリックすると『はりの配置』ダイアログが表示されます。キャンセル

ボタンをクリックして終了することもできます。 

 

１１．２Ｆに配置したはりを修正する。 

配置したはり(G270)の[左端接合部][右端接合部]のデータを変更します。 

下記の位置のはりをドラッグで囲んで選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置のはりを、キーボードの Shift キーを押しながらドラッグで囲んで選択します。 

フレーム 配置範囲 

X3 

Y1-Y9 

X4 

X6 

X7 

X8 

フレーム 配置範囲 

X2 

Y5-Y9 X3 

X4 

フレーム 配置範囲 

X6 

Y5-Y9 X7 

X8 

２階

Ｙ軸に配置するはりは、

上方が右端です。 

Ｙ軸に配置するはりは、

下方が左端です。 

Shift キーを押し

ながらドラッグ
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任意の位置で右クリックすると『はりのプロパティ』ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

[左端接合部][右端接合部]に を入れてデータを変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

左端接合部 TH24B 

右端接合部 TH24P 

右クリック 

２階

左端接合部：TH24B 

右端接合部：TH24P 

左端接合部：TH24P 

右端接合部：TH24B 
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１２．作業ウィンドウで[RF]タブを選択する。 

 

 

１３．[入力]から[はり]を選択する。 

 

 

 

 

『はりの配置』ダイアログが表示されます。 

 

１４．ＲＦにはりを配置する。 

●はり(G270) 

[左端接合部][右端接合部]のデータを変更し、ＯＫボタンをクリックしたうえ、下記の位置に

はり(G270)を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーム 配置範囲 左端接合部 右端接合部 

Y9、Y1 

X1-X5 

TH24P TH24P 

X5-X9 

X9-X11 

X11-X13 

X13-X15 

X15-X17 

Y5 
X1-X5 

X5-X9 

X1、X5、X9、X17 
Y1-Y5 

Y5-Y9 

Ｒ階
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フレーム 配置範囲 左端接合部 右端接合部 

Y5 X9-X11 

TH24P TH24B X3 
Y1-Y5 

X7 

Y5 X15-X17 

TH24B TH24P X3 
Y5-Y9 

X7 

Y5 
X11-X13 

TH24B TH24B 
X13-X15 

Ｒ階

左端接合部：TH24P

右端接合部：TH24B

左端接合部：TH24B

右端接合部：TH24P

左端接合部：TH24B 

右端接合部：TH24B 
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●はり(G360) 

作業ウィンドウ内で右クリックします。『はりの配置』ダイアログが表示されます。 

[断面計算][断面][左端接合部][右端接合部]のデータを変更し、ＯＫボタンをクリックしたう

え、下記の位置にはり(G360)を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーム 配置範囲 断面計算 断面 左端接合部 右端接合部 

X11 

Y1-Y9 しない G360 TH33P TH33P X13 

X15 

Ｒ階
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●はり(G180) 

作業ウィンドウ内で右クリックします。『はりの配置』ダイアログが表示されます。 

[断面計算][断面][左端接合部][右端接合部]のデータを変更し、ＯＫボタンをクリックしたう

え、下記の位置にはり(G180)を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５．作業ウィンドウを２回右クリックして「はりの配置」を終了する。 

作業ウィンドウ内で右クリックすると『はりの配置』ダイアログが表示されます。キャンセル

ボタンをクリックして終了することもできます。 

フレーム 配置範囲 断面計算 断面 左端接合部 右端接合部 

Y3 
X1-X17 する G180 TH10B TH10B 

Y7 

Ｒ階

始端を X1、終端を X17 にして配置すると、

交差位置で分割した複数のはりとして配置

されます。 

範囲をドラッグ 
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１６．ＲＦに配置したはりを修正する。 

●はり(G180) 

下記の位置のはりを右クリックして表示した『はりのプロパティ』ダイアログで、[左端接合部]

または[右端接合部]のデータを変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７．[表示]から[下図前面表示]を選択する。 

 

 

 

 

[下図全面表示]をクリックして解除します。 

フレーム 配置範囲 左端接合部 右端接合部 

Y3 X1-X3 

TH10P 変更しません 
Y7 

X1-X3 

X9-X11 

 

Y3 
X15-X17 

変更しません TH10P 

Y7 
X7-X9 

X15-X17 

Ｒ階

左端接合部：TH10P 右端接合部：TH10P
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１．軒桁を指定する。 

下記の位置のはりを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意の位置で右クリックすると『はりのプロパティ』ダイアログが表示されます。 

[使用箇所]に を入れてデータを変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.6 軒桁の指定 

屋根面を直接受ける軒桁を指定します。 

フレーム 配置範囲 

Y9 X1-X17 

入力項目 入力値 

使用箇所 屋根面（軒桁） 

Ｒ階

屋根面を直接受ける軒桁は、

赤い線で囲まれます。 

ドラッグで囲みます。 
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２．[表示]から[柱の表示・非表示]を選択する。 

 

 

 

 

[柱の表示・非表示]をクリックして柱を表示します。 
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１．［基本データ]から[面材壁リスト]を選択する。 

 

 

 

 

『面材壁リスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．面材耐力壁を入力する。 

下記の面材耐力壁を入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§12 壁の配置 

12.1 面材壁リストの入力 

壁の名称、せん断剛性、短期許容せん断耐力などを登録します。 

名称 剛性・耐力入力方法 壁倍率 

7 壁倍率で入力 7 
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１．作業ウィンドウで[1F]タブを選択する。 

 

 

２．[入力]から[壁]を選択する。 

 

 

 

 

『壁の配置』ダイアログが表示されます。 

 

３．１Ｆに壁を配置する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

12.2 壁の配置 

壁を配置します。 

タイプ 種別 断面計算 工法 面材耐力壁 

外壁 耐力壁 する 面材耐力壁 7 
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壁を配置したい始端をクリックすると、ラバーバンドが表示されます。終端でクリックすると壁

が配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

柱をまたいで配置することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置に壁を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーム 配置範囲 

X1 
Y2-Y4 

Y6-Y8 

X9 Y5-Y7 

X17 Y3-Y7 

Y9 
X3-X5 

X7-X9 

Y1 
X1-X3 

X6-X9 

始端でクリック 

終端でクリック

１階

始端 

終端 

柱をまたいで配置します。 

柱をまたいで一度に配置しても、

柱の位置で自動分割されます。 
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作業ウィンドウ内で右クリックします。『壁の配置』ダイアログが表示されます。 

[種別]のデータを変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外周の開口部すべて（下記の位置）に上記の間仕切り壁を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．作業ウィンドウを２回右クリックして「壁の配置」を終了する。 

作業ウィンドウ内で右クリックすると『壁の配置』ダイアログが表示されます。キャンセルボ

タンをクリックして終了することもできます。 

 

入力項目 入力値 

種別 間仕切り壁 

フレーム 配置範囲 

X1 

Y1-Y2 

Y4-Y6 

Y8-Y9 

X17 
Y1-Y3 

Y7-Y9 

Y9 

X1-X3 

X5-X7 

X9-X17 

Y1 
X3-X6 

X9-X17 

ワンポイント 

「間仕切り壁」では荷重のみ考慮し、剛性を考慮せず、断面計算を行いません。外周の開

口部に配置することで、建物全体の荷重を拾うことができます。 

１階
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５．[表示]から[柱の表示・非表示]と[はりの表示・非表示]を選択する。 

 

 

 

 

壁のみをコピーするので、柱とはりを非表示にします。 

 

６．[入力]から[コピー]を選択する。 

 

 

 

 

１Ｆに配置した全ての壁をコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．作業ウィンドウで[2F]タブを選択する。 

 

 

８．２Ｆに壁を配置する。 

[入力]から[貼り付け]を選択すると、同じ位置に壁が貼り付けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

全ての壁をドラッグで囲みます。 [入力]から[コピー]を選択します。 

２階
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９．２Ｆに配置した壁を修正する。 

下記の位置のはりを右クリックして表示した『壁のプロパティ』ダイアログで[種別]のデータを

変更し、ＯＫボタンをクリックしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．[表示]から[柱の表示・非表示]と[はりの表示・非表示]を選択する。 

 

 

 

 

全ての部材を表示します。 

 

 

フレーム 配置範囲 種別 断面計算 工法 面材耐力壁 

Y9 X13-X15 
耐力壁 する 面材耐力壁 7 

Y1 X11-X13 

２階

２階 
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１．［基本データ]から[鉄骨ブレースリスト]を選択する。 

 

 

 

 

『鉄骨ブレースリスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．鉄骨ブレースを入力する。 

下記の鉄骨ブレースを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§13 床・天井の配置 

13.1 鉄骨ブレースリストの入力 

鉄骨ブレースの断面を登録します。 

名称 断面種別 ねじの呼び 材質 

M14 JIS M14 SS490 
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１．［基本データ]から[面材床リスト]を選択する。 

 

 

 

 

『面材床リスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．面材床を入力する。 

下記の面材床を入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.2 面材床リストの入力 

面材床の名称、単位長さあたりのせん断剛性などを登録します。 

名称 剛性・耐力入力方法 ⊿Ｑａ 

7 ⊿Ｑａで入力 7 
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１．［基本データ]から[床荷重リスト]を選択する。 

 

 

 

 

『床荷重リスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．床荷重を入力する。 

下記の床荷重を入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.3 床荷重リストの入力 

床荷重の名称、荷重などを登録します。 

名称 荷重伝達方向 固定荷重 固定荷重 

１階床 基準線に直交 ― ― 

２階床 両方向 ― ― 

天井 両方向 ― ― 

なし 両方向 なし なし 

☑を入れてセルをクリックすると、 

プルダウンメニューが表示できます。 

ワンポイント 

●[固定荷重]の□の をはずすと[基本データ]の[固定荷重]の値で計算します。 

●[積載荷重]の□の をはずすと[基本データ]の[積載荷重]の値で計算します。 
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１．［基本データ]から[床組荷重リスト]を選択する。 

 

 

 

 

『床組荷重リスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．床組荷重を入力する。 

下記の床組荷重を入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.4 床組荷重リストの入力 

床組荷重の名称、床、小ばりなどを登録します。 

名称 小ばり本数 小ばり方向 小ばり割付 床/床組１ 

１階床組 １ 基準線に平行 直接入力 床荷重 

床荷重１ 間隔１ 小ばり１ 床/床組２ 床荷重２ 

1 階床 4000 D120 床荷重 1 階床 

ワンポイント 

小ばりは床組荷重で配置することにより、軸がない位置にも軸を生成することなく配置す

ることができます。 

小ばり本数（１本）、小ばり 1（D120） 

間隔 1（4000） 床荷重 1（1階床） 

床荷重 2（1階床） 
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１．作業ウィンドウで[1F]タブを選択する。 

 

 

２．[入力]から[床・天井]を選択する。 

 

 

 

 

『床・天井の配置』ダイアログが表示されます。 

 

３．１Ｆに床を配置する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床を配置したい始端をクリックするとラバーバンドが表示されます。床の形状にそってクリックし、

最後に１点目と同じ位置をクリックすると床が配置されます 

 

 

 

 

 

 

 

13.5 床・天井の配置 

床と天井を配置します。 

入力項目 入力値 

タイプ 床 

荷重タイプ 床組荷重 

床組荷重 １階床組 

工法 なし 

３４

１ ５

２
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下記の位置に床を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置範囲 

１、５点目 ２点目 ３点目 ４点目 

X1-Y9  X5-Y9 X5-Y1 X1-Y1 

X5-Y9 X9-Y9 X9-Y1 X5-Y1 

１階

ワンポイント 

●１、２点目の辺が床の基準線になります。 

 

 

 

 

 

●右クリックすると、ひとつ前のラバーバンドの起点に戻ります。１点目で右クリックす

ると、ラバーバンドを解除します。 

 

基準線はピンク色で

表示されます。 

１ ２

ラバーバンドの起点 

右クリック 

ラバーバンドの起点 

１

４

２

３

１

４

２

３

最後に１点目と同じ位置

をクリックします。 
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４．作業ウィンドウで[2F]タブを選択する。 

 

 

５．２Ｆに床を配置する。 

作業ウィンドウ内で右クリックします。『床・天井の配置』ダイアログが表示されます。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置に床を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荷重タイプ 床荷重 工法 断面計算 面材床 

床荷重 ２階床 面材床 する ７ 

配置範囲 
１、５点目 ２点目 ３点目 ４点目 

X1-Y9  X9-Y9 X9-Y1 X1-Y1 

２階

１

４

２

３

最後に１点目と同じ位置

をクリックします。 
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６．作業ウィンドウで[RF]タブを選択する。 

 

 

７． [表示]から[はりの表示・非表示]を選択する。 

 

 

 

 

天井のみを複写するので、はりを非表示にします。 

 

８．ＲＦに天井を配置する。 

作業ウィンドウ内で右クリックします。『床・天井の配置』ダイアログが表示されます。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置に天井を配置しましょう。 

 

 

 

タイプ 荷重タイプ 床荷重 工法 断面計算 
鉄骨 

ブレース床 

鉄骨 

ブレース形状

天井 床荷重 天井 
鉄骨 

ブレース床 
する Ｍ１４ 引張＼形 

配置範囲 

１、５点目 ２点目 ３点目 ４点目 

X1-Y9  X3-Y9 X3-Y7 X1-Y7 

X1-Y5  X3-Y5 X3-Y3 X1-Y3 

Ｒ階 
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作業ウィンドウ内で右クリックします。『床・天井の配置』ダイアログが表示されます。 

[鉄骨ブレース形状]を変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置に床を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．作業ウィンドウを２回右クリックして「床・天井の配置」を終了する。 

作業ウィンドウ内で右クリックすると『床・天井の配置』ダイアログが表示されます。キャンセ

ルボタンをクリックして終了することもできます。 

 

鉄骨ブレース形状 

引張／形 

配置範囲 

１、５点目 ２点目 ３点目 ４点目 

X1-Y7 X3-Y7 X3-Y5 X1-Y5 

X1-Y3 X3-Y3 X3-Y1 X1-Y1 

Ｒ階
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１０．ＲＦに配置した天井を対称複写する。 

ＲＦに配置した全ての天井を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ツール]から[対称複写]を選択すると、十字カーソル  が表示されます。 

 

 

 

 

複写の基準となる軸を指定します。下記の位置をクリックしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様にして複写していきます。 

フレーム １点目 ２点目 

X3 Y9 Y1 

全ての天井をドラッグで囲みます 

１

２

１

２
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１１．ＲＦに配置した天井を修正する。 

天井がない部分の床荷重を修正します。 

以下の範囲をドラッグします。選択された部材の色が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意の位置で右クリックすると、『床・天井のプロパティ』ダイアログが表示されます。 

[床荷重]に を入れてデータを変更し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

床荷重 なし 

１

２
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１２．[表示]から[はりの表示・非表示]を選択する。 

 

 

 

 

全ての部材を表示します。 

 

 

 

 

Ｒ階
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１．[屋根入力]から[屋根]を選択する。 

 

 

 

 

『屋根面の配置』ダイアログが表示されます。 

 

２．作業ウィンドウで[2F-R]タブを選択する。 

 

 

３．屋根面を配置する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§14 屋根入力 

14.1 屋根面の配置 

屋根面を配置します。 

入力項目 入力値 

勾配 1 

荷重の作用方向 基準線に直交
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節点にカーソルを合わせクリックすると、ラバーバンドが表示されます。続けて次の節点にカー

ソルを合わせてクリックします。1点目、2点目で指定した辺が基準線となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根の形状にそってクリックし、最後に 1点目と同じ位置をクリックすると、屋根が配置されま

す。屋根が配置されると基準線は緑色で表示されます。 

下記の節点を指定し屋根を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置範囲 
１、５点目 ２点目 ３点目 ４点目 

X1-Y9 X17-Y9 X17-Y1 X1-Y1 

クリック１点目 

基準線(軒ライン) 

クリック２点目 

基準線は緑色表示 
1

34

2 

5

２Ｆ－Ｒ
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１．[屋根入力]から[小屋束]を選択する。 

 

 

 

 

 

２．小屋束を配置する。 

小屋束のついたカーソルが表示されます。 

小屋束を配置する位置にカーソルを合わせクリックすると、小屋束が配置されます。あるいは 

小屋束を配置したい範囲をドラッグすると、小屋束が配置されます（柱の配置と同じです）。 

 

 

 

 

 

 

 

下記の位置に小屋束を配置しましょう。 

 

 

 

14.2 小屋束の配置 

小屋束を配置します。 

フレーム 配置する節点 

Y7 

X1 X3 X5 X7 X9 X11 X13 X15 X17 
Y5 

Y3 

Y1 

節点をクリック 

OR 

範囲をドラッグ 

２Ｆ－Ｒ 
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１．[屋根入力]から[小屋ばり]を選択する。 

 

 

 

 

『小屋ばりの配置』ダイアログが表示されます。 

 

２．小屋ばりを配置する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小屋ばりを配置したい範囲の始端をクリックすると、ラバーバンドが表示されます。終端でクリ

ックすると小屋ばりが配置されます。あるいは、小屋ばりを配置したい範囲をドラッグすると、

小屋ばりが配置されます（はりの配置と同じです）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.3 小屋ばりの配置 

小屋ばりを配置します。 

入力項目 入力値 

種別 はり 

断面 D120 

左端接合部 剛接合としない 

右端接合部 剛接合としない 

始端でクリック 終端でクリック 
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下記の位置に小屋ばりを配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーム 配置範囲 

Y7 

X1-X17 
Y5 

Y3 

Y1 

２Ｆ－Ｒ



120 

 

１．[計算]から[計算実行]を選択する。 

 

 

 

 

『準備計算結果』ダイアログが表示されます。計算続行ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『構造計算書』が出力されます。×ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見付面積範囲の指定で用いる建物の最高高さが自動計算されました。 

 

 

§15 見付入力 

15.1 補助線平行複写 

見付面積範囲入力のための補助線を平行複写で配置します。 
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２．[見付入力]から[平行複写]を選択する。 

 

 

 

 

『補助線平行複写』ダイアログが表示されます。 

 

３．作業ウィンドウで[Ｘ軸方向(Ｙ面)]タブを選択する。 

 

 

 

４．Ｘ軸方向(Ｙ面)に補助線を配置する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

見付軸線をクリックすると、ラバーバンドが表示されます。方向を指示してクリックすると見付

軸線が複写されます。 

 

 

 

 

 

 

下記の位置に補助線を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

複写距離 60 

フレーム 
複写距離
（cm） 方向 

Y1 60 左 

Y9 60 右 

見付軸線でクリック
方向指示してクリック 

通り心から柱の外面までの距離（ここ

では柱の寸法÷２）を入力します。 
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５．作業ウィンドウで[Ｙ軸方向(Ｘ面)]タブを選択する。 

 

 

６．Ｙ軸方向(Ｘ面)に補助線を配置する。 

下記の位置に補助線を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーム 
複写距離
（cm） 方向 

X1 60 左 

X17 60 右 
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１．[見付入力]から[角度線]を選択する。 

 

 

 

 

『角度補助線』ダイアログが表示されます。 

 

２．作業ウィンドウで[Ｘ軸方向(Ｙ面)]タブを選択する。 

 

 

 

３．Ｘ軸方向(Ｙ面)に角度補助線を配置する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

角度線を開始したい始端にカーソルを合わせクリックすると、ラバーバンドが表示されます。 

終端でクリックすると角度線が配置されます。 

下記の位置に角度線を配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.2 角度補助線 

見付面積範囲の入力のための角度補助線を配置します。 

入力項目 入力値 

勾配 1 

始端でクリック

終端でクリック
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１．[見付入力]から[延長]を選択する。 

 

 

 

『補助線延長』ダイアログが表示されます。 

 

２．補助線を延長する。 

[延長長さ]を入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

補助線にカーソルを合わせクリックすると、指定した補助線の端部からラバーバンドが表示され

ます。方向を指示してクリックすると補助線を延長します。 

 

 

 

 

 

 

(ここでは操作を行いません。) 

 

１． [見付入力]から[連結]を選択する。 

 

 

 

 

２．補助線を連結する。 

補助線にカーソルを合わせクリックすると、ラバーバンドが表示され、連結したいもう一方の補

助線をクリックすると端部を連結します。 

 

 

 

15.3 補助線延長 

補助線を伸ばします。 

入力項目 入力値 

延長長さ 100 

15.4 補助線連結 

補助線を連結します。 

補助線でクリック 

方向指示してクリック 

補助線でクリック 

連結したいもう一方 

の補助線をクリック 
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１．[見付入力]から[見付面積範囲]を選択する。 

 

 

 

 

『見付面積範囲』ダイアログが表示されます。 

 

２．作業ウィンドウで[Ｘ軸方向(Ｙ面)]タブを選択する。 

 

 

 

３．Ｘ軸方向(Ｙ面)見付面積範囲を指定する。 

下記を選択してＯＫボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

指定したい範囲の端部にカーソルを合わせクリックすると、ラバーバンドが表示されます。長方

形の場合は対角線上の 2点を始端と終端としてクリックすると確定します。 

下記のように範囲指定しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.5 見付面積範囲 

見付面積の範囲を指定します。 

入力項目 選択値 

部分 壁部分 

形状 長方形 

終端でクリック 

始端でクリック 始端 

終端 
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作業ウィンドウ内で右クリックをします。『見付面積範囲』ダイアログが表示されます。 

下記を選択してＯＫボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

指定したい範囲の端部にカーソルを合わせクリックすると、ラバーバンドが表示されます。 

直角三角形の場合は斜線上の点を始端と終端としてクリックすると、三角形を表示し、斜線に対

してどちら側かを指定すると確定します。下記のように範囲指定しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 選択値 

部分 壁部分 

形状 直角三角形 

方向指示してクリック 

始端でクリック

終端でクリック 

始端 

終端 
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４．作業ウィンドウで[Ｙ軸方向(Ｘ面)]タブを選択する。 

 

 

 

５．Ｙ軸方向(Ｘ面)見付面積範囲を指定する。 

作業ウィンドウ内で右クリックをします。『見付面積範囲』ダイアログが表示されます。 

下記を選択してＯＫボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

下記のように範囲指定しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業ウィンドウ内で右クリックをします。『見付面積範囲』ダイアログが表示されます。 

下記を選択してＯＫボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

下記のように範囲指定しましょう。 

 

入力項目 選択値 

部分 壁部分 

形状 長方形 

入力項目 選択値 

部分 屋根部分 

形状 長方形 
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ワンポイント 

[形状]を「多角形」に指定した場合、指定したい範囲の端部にカーソルを合わせクリック

すると、ラバーバンドが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

多角形の場合は始端をクリックし、見付面積範囲の形状にそって端部を順にクリックしま

す。最後に始端と同じ位置をクリックすると確定します。 

下記のように端部を順にクリックして範囲指定します。 

4 

2

5 

1 

6 

3 
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１．[基本データ]から[荷重条件]を選択する。 

 

 

 

 

『荷重条件』ダイアログが表示されます。 

 

２．屋根勾配を入力する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§16 計算と出力 

16.1 荷重条件 

風圧力、地震力、積雪などの荷重条件を入力します。 

入力項目 入力値 

X 方向屋根勾配 0 

Y 方向屋根勾配 1 
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１．[基本データ]から[計算条件]を選択する。 

 

 

 

 

『計算条件』ダイアログが表示されます。 

 

２．計算条件を指定する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目 入力値 

構造計算ルート ルート 2 

基礎構造計算ルート ルート 2-1 

剛床仮定 しない 

層間変形角

制限値 

X 方向 150 

Y 方向 150 

燃えしろ計算 する 

計算する部材 指定した部材 

16.2 計算条件 

計算条件を指定します。 
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１．[計算]から[計算実行]を選択する。 

 

 

 

 

『準備計算結果』ダイアログが表示されます。 

 

２．準備計算結果の内容を確認する。 

準備計算結果を表示します。データにエラーやワーニングメッセージがある場合は、メッセージ

の内容を『準備計算結果』ダイアログに表示します。 

中止ボタンをクリックすると、計算を中止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージをクリックし、キーボードの F1 キーを押すと、メッセージのヘルプ画面が表示され

ます。内容を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.3 計算実行 

構造計算を実行します。 

を入れると、作業ウィンドウのメッセージ

の出力箇所をマーカーで表示します。 

内容を確認しましょう

メッセージ上でクリックして

キーボードの F1 キーを押す 
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作業ウィンドウ上でメッセージ箇所が確認できる内容の場合、『準備計算結果』ダイアログのメ

ッセージアイコンにマウスを移動するとマウスカーソルが に変わります。メッセージアイコン

をクリックすると該当する部材にメッセージウィンドウを表示します。 

※メッセージをダブルクリックしても同様に作業ウィンドウ上にメッセージウィンドウを表示

します。 

※メッセージウィンドウはマウスの左ボタンでドラッグして移動することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ヘルプを終了する。 

へルプ画面のＸボタンをクリックします。 

 

４．計算続行ボタンをクリックする。 
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１．計算結果を確認する。 

計算結果ウィンドウの各項目を確認しましょう。 

ツリーメニューウィンドウの出力項目一覧から項目を選択すると、その項目の内容をウィンドウ

に表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆キーボード操作 

計算結果ウィンドウでは、キーボードから次の操作を行うことができます。 

キー パンニング 
Page 
Up キー 前ページに移動 

Page 
Down キー 次ページに移動 

 

◆マウス操作 

●拡大表示 

ウィンドウ上で拡大したい範囲をマウスの右ボタンでドラッグすると、指定した範囲が拡大表示

されます。 

●パンニング 

ウィンドウ上でマウスの左ボタンを押すと､カーソルの表示が に変わります。左ボタンを押

したまま動かし離すと、画面の大きさを変えずに位置を移動して表示します。 

16.4 計算結果の表示 

計算後は自動的に計算結果を表示します。 

ツリーメニューで右クリックす

るとポップアップメニューが表

示され、指定したトピックのみ

を CSV 形式で出力できます。 

表や図上で右クリックする

とポップアップメニューが

表示され、表や図をクリッ

プボードへ転送できます。

検索表示設定 描画属性設定項目、ページ移動 印刷 印刷設定
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２．計算結果ウィンドウを閉じる。 

計算結果ウィンドウの×ボタンをクリックします。 

 

閉じた後、もう一度計算結果を表示する場合は、[計算]の[結果表示]を選択します。 
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１．[計算]から[ＮＧ表示]を選択する。 

 

 

 

 

『ＮＧ表示』ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業ウィンドウ上でメッセージ箇所が確認できる内容の場合、『ＮＧ表示』ダイアログのメッセ

ージアイコンにマウスを移動するとマウスカーソルが に変わります。アイコンをクリックする

と該当する部材の表示色が変わり、メッセージウィンドウを表示します。 

※メッセージをダブルクリックしても同様に作業ウィンドウ上にメッセージウィンドウを表示

します。 

※メッセージウィンドウはマウスの左ボタンでドラッグして移動することができます。 

 

２．『ＮＧ表示』ダイアログの閉じるボタンをクリックし、終了する。 

 

16.5 ＮＧ表示 

計算結果がＮＧとなる部材とメッセージを確認します。 

クリックすると強調表示とともにメッセージウィンドウを

表示します。 ボタンをクリックすると非表示になります。

を入れると、作業ウィンドウのＮＧ部材を

マーカーで表示します。 

表示されているメッセージの内容をプリンターへ

出力することができます。 
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◆リボンメニューから設定する方法 

１．[ファイル]から[印刷設定]を選択する。 

 

 

 

 

『印刷設定』ダイアログが表示されます。出力設定を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.6 計算結果の印刷設定 

計算結果をプリンターへ出力する際の印刷項目の指定や文字フォントなど

を設定します。 

注意 

●計算を実行した後に、軸組図ボタンを選択できます。 
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№ 項 目 説   明 

① 印刷項目 

がついている項目が印刷されます。印刷しない項目はクリックし

て にします。 

ＯＮボタン ：すべての印刷項目を にします。 

ＯＦＦボタン：すべての印刷項目を にします。 

② 文字サイズ (mm) 文字サイズをそれぞれ設定します（mm）。（初期値は 2mm） 

③ 応力図・変位図 
応力図・変位図に表示する最大曲げモーメント、最大変位、最大支

点反力の寸法をそれぞれ設定します（㎜）。（初期値は 1000 ㎜） 

④ 表紙に３Ｄを印刷 表紙に３Ｄモデルを印刷する場合に  します。 

⑤ 伏図、軸組図 

[Ａ4 横で印刷]：伏図、軸組図をＡ4横で印刷する場合に  します。

[１頁に描く数]：伏図、または軸組図を 1 頁に描く縦、横それぞれの

数を設定します。 

⑥ ヘッダー・フッター 

ヘッダー、またはフッターを印刷する場合に  します。 

[ページ番号先頭]：先頭のページ番号を設定します。 

[全ページに日付と時刻を印刷]：全ページに日付と時刻を印刷する

場合に  します。 

[位置]：ヘッダー、またはフッターの位置を設定します。 

⑦ マージン (mm) 用紙の余白を設定します。（初期値は 10 ㎜） 

⑧ 伏図の軸名の向き 
伏図の軸名の向きを設定します。 

｢軸に垂直｣、「軸と平行」のいずれか。 

⑨ 伏図の通り芯 

伏図の通り芯を設定します。 

｢描かない｣、「交点に丸」、「点線」、「灰色の点線」、「灰色の一点鎖線」

のいずれか。 

⑩ 伏図の寸法数値 
伏図の寸法数値を設定します。 

「軸に垂直」、「軸と平行」のいずれか。 

⑪ 検定計算出力 『検定計算出力』ダイアログを表示し、出力する部材を選択します。

⑫ 初期値に戻す すべての設定を初期値に戻します。 

⑬ 軸組図 
『軸組図の設定』ダイアログを表示し、印刷する軸組図を設定しま

す。 
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２．『印刷設定』ダイアログの検定計算出力ボタンをクリックし、内容を確認する。 

『検定計算出力』ダイアログが表示されます。内容を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

●指定した部材 

 「断面計算する」に した部材の詳細表を出力します。 

●出力指定数 

断面計算を行う部材で、ＮＧ部材と検定比が高い方（危険側）から順番に指定した数を出力しま

す。 

壁 ：面材耐力壁、木ブレース耐力壁、鉄骨ブレース耐力壁の工法ごとに指定した数を出

力します。 

床 ：面材床、鉄骨ブレース床の工法ごとに指定した数を出力します。 

基礎ばり ：はりの指定に従います。 

 

３．『検定計算出力』ダイアログのキャンセルボタンをクリックし、終了する。 

 

４．『印刷設定』ダイアログの軸組図ボタンをクリックし、内容を確認する。 

『軸組図の設定』ダイアログが表示されます。内容を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．『軸組図の設定』ダイアログのキャンセルボタンをクリックし、終了する。 

 

６．『印刷設定』ダイアログのキャンセルボタンをクリックし、終了する。 

印刷したいフレームを して選択 

印刷したい軸をクリックして選択 
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◆計算結果ウィンドウから設定する方法 

１．[計算]から[結果表示]を選択する。 

 

 

 

 

計算結果ウィンドウが表示されます。印刷設定ボタン をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『印刷設定』ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．『印刷設定』ダイアログのキャンセルボタンをクリックし、終了する。 

 

[ファイル]タブの[印刷設定]から表示

した『印刷設定』ダイアログと同じです。
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１．計算結果ウィンドウの印刷プレビューボタンを選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレビュー画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷ボタンをクリックすると、『印刷』ダイアログが表示されます。印刷条件を

設定し、ＯＫボタンをクリックすると、指定したプリンターへ出力します。 

 

※他のアイコンについてはコマンド名称どおりの動作となりますので、説明を省略します。 

 

２．プレビュー画面の[閉じる]を選択し、終了する。 

16.7 計算結果の印刷プレビュー 

計算結果の出力イメージを画面に表示します。 
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１．[計算]から[ＮＧ表示]を選択する。 

 

 

 

 

『ＮＧ表示』ダイアログが表示されます。メッセージを確認します。 

 

●ＮＧ内容の確認 

F8114 ・・・柱接合金物の検定計算で検定比が制限値を超えています 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１Ｆの耐力壁の付帯柱が、柱接合金

物の検定計算で検定比が制限値を

超えています。 

修正方針 

該当する柱の、端部接合部の金物を

変更します。 

§17.2 接合金物のユーザー定義 

§17.3 端部接合部リストの入力 

§17.4 柱の接合部金物の編集 

§17 ＮＧ部材の修正 

17.1 修正方針 

ＮＧ表示のメッセージを確認して修正する内容を検討します。 

すると、作業ウィンドウに

マーカー表示します。 

１階 
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W8031 ・・・柱圧縮材の細長比が制限値を超えています 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

通し柱の細長比が制限値を超えて

います。 

修正方針 

通し柱の断面計算に用いる、座屈長

さ係数を低減します。 

§17.5 柱断面計算条件直接入力 

 

 

F9000 ・・・偏心率が制限値を超えています 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

修正方針 

１Ｆに耐力壁を配置します。 

§17.6 耐力壁の配置 

 

２．『ＮＧ表示』ダイアログの閉じるボタンをクリックし、終了する。 

 

１階 
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１．スタートメニューから[k-DB]を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

「k-DB」が起動します。[木造]タブの[接合金物]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『接合金物』ダイアログが表示されます。 

17.2 接合金物のユーザー定義 

データベース「k-DB」に接合金物のデータを追加します。 
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２．「会社名」で「ユーザー定義」を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『新規作成』ダイアログが表示されます。 

 

３．接合金物を登録する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

『接合金物』ダイアログの「ユーザー定義」リストが表示されます。 

下記のデータを入力します。 

 

入力項目 入力値 

製品種別 ホールダウン 

型番 
接合 

タイプ 

剛性－曲げ 耐力－軸 複合応力の 

検定式 強軸方向 弱軸方向 引張（短期） 圧縮（短期） 

HDK その他 自 自 35 230 しない 
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型番、接合タイプ 剛性－曲げ  

 

 

 

 

 

 

耐力－軸 

 

 

 

 

 

 

複合応力の検定式 

 

 

 

 

 

 

 

４．「ｋ-ＤＢ」の×ボタンを選択し、終了する。 

『k-DB』ダイアログが表示されます。はいボタンをクリックします。 
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１．［基本データ]から[端部接合部リスト]を選択する。 

 

 

 

 

『端部接合部リスト』ダイアログが表示されます。 

 

２．端部接合部を入力する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.3 柱端部接合部リストの入力 

「k-DB」に追加した接合金物の名称、型番を登録します。 

名称 種別 会社 製品 型番 耐力低減係数 

HDK35 接合金物 ユーザー定義 ホールダウン HDK 1 
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１．作業ウィンドウで[1F]タブを選択する。 

 

 

２．耐力壁の付帯柱の接合金物を変更する。 

耐力壁の付帯柱を右クリックします。 

『柱のプロパティ』ダイアログが表示されます。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

17.4 柱の接合部金物の編集 

耐力壁付帯柱の柱頭・柱脚接合部金物を変更します。 

柱頭接合部 柱脚接合部 

HDK35 HDK35 

右クリック 
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ワンポイント 

[表示]の[柱 ▼]ボタンから「柱頭接合部名称」「柱脚接合部名称」に を入れると、接

合部名称を表示することができます。 

同様にして、下記■の位置の柱頭・柱脚接合部を変更しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10-X16 X17 

Y9   ■  ■  ■  ■   

Y8 ■           

Y7         ■  ■ 

Y6 ■           

Y5         ■   

Y4 ■           

Y3           ■ 

Y2 ■           

Y1 ■  ■   ■   ■   

１階
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１．[入力]から[柱断面計算条件]を選択する。 

 

 

 

 

『柱断面計算条件直接入力』ダイアログが表示されます。 

 

２．座屈長さ係数を設定する。 

下記のデータを入力し、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

配置された柱にカーソルを合わせクリック、あるいは範囲をドラッグすると、柱断面計算条件が

設定されます。 

  

 

 

 

 

 

17.5 柱断面計算条件直接入力 

通し柱の座屈長さ係数を直接入力します。 

X方向座屈長さ係数 Y 方向座屈長さ係数 

0.5 0.5 

すると数値を

入力できます 
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下記の位置に座屈長さ係数を設定しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業ウィンドウ内で右クリックします。『柱断面計算条件直接入力』ダイアログが表示されます。 

[Ｙ方向座屈長さ係数]の をはずして、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

下記の位置に座屈長さ係数を設定しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレーム 設定位置 

Y9 
X1、X9、X17 

Y1 

Y5 X1、X5、X9 

X 方向座屈長さ係数 

0.5 

フレーム 設定位置 

Y9 
X11、X13、X15 

Y1 

１階

１階

範囲をドラッグ
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作業ウィンドウ内で右クリックします。『柱断面計算条件直接入力』ダイアログが表示されます。 

[Ｘ方向座屈長さ係数] の をはずし、[Ｙ方向座屈長さ係数] に を入れて、ＯＫボタンをクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

下記の位置に座屈長さ係数を設定しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y 方向座屈長さ係数 

0.5 

フレーム 設定位置 

Y5 X17 

１階
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１．作業ウィンドウで[1F]タブを選択する。 

 

 

２．１Ｆに配置した壁を修正する。 

下記の位置の壁を右クリックして表示した『壁のプロパティ』ダイアログで[種別][断面計算] 

[工法][面材耐力壁]のデータを変更し、ＯＫボタンをクリックしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.6 耐力壁の配置 

耐力壁を配置します。 

フレーム 配置範囲 種別 断面計算 工法 面材耐力壁 

X1 Y5-Y6 耐力壁 する 面材耐力壁 7 

１階
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１．[計算]から[計算実行]を選択する。 

 

 

 

 

『準備計算結果』ダイアログが表示されます。 

 

２．準備計算結果の内容を確認する。 

準備計算結果を表示します。内容を確認して問題がなければ計算続行ボタンをクリックします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

３．計算続行ボタンをクリックする。 

 
 

４．計算結果を確認する。 

 計算結果ウィンドウの各項目を確認しましょう。 

 

 

17.7 計算と出力 

再度計算と修正を行います。 
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１．[ファイル]から[配置データ]を選択する。 

 

 

 

 

『配置データのＣＡＤファイル（プレビュー）』ダイアログが表示されます。 

 

２．縮尺を選択する。 

[縮尺]を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『配置データのＣＡＤファイル（プレビュー）』ダイアログの保存ボタンをクリックします。 

『配置データのＣＡＤファイル保存』ダイアログが表示されます。 

§18 ＣＡＤ出力 

18.1 配置データ 

入力した配置データを CAD データとして保存することができます。 
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３．ファイルを保存する。 

保存する場所を選んで、ファイル名に名前を入力して、保存ボタンをクリックすると、データ

が保存されます（ここでは、キャンセルボタンをクリックしましょう）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※データを保存するドライブまたはフォルダは自動的に WOOD-ST データと同じドライブまたはフ

ォルダになります。 

 

◆保存できる CAD データのファイル形式 

*.MPS ： パスワードで保護できる DRA-CAD の圧縮データファイル 

※パスワードは設定できません。 

*.MPZ ： DRA-CAD のデータファイル 

*.MPX ： OLE を含まないの DRA-CAD のデータファイル 

*.MPW ： DRA-CADαのデータファイル 

*.MPP ： DRA-CAD2 V2 のデータファイル 

*.DWG､*.DXF ： AutoCAD または他の CAD とのデータ交換用データファイル 

*.JWC ： JW_CAD のデータファイル 

*.JWW ： Jw_cad for Windows のデータファイル
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１．[ファイル]から[３Ｄモデル]を選択する。 

 

 

 

 

『３ＤモデルのＣＡＤファイル保存』ダイアログが表示されます。 

 

２．ファイルを保存する。 

保存する場所を選んで、ファイル名に名前を入力して、保存ボタンをクリックすると、データ

が保存されます（ここでは、キャンセルボタンをクリックしましょう）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※データを保存するドライブまたはフォルダは自動的に WOOD-ST データと同じドライブまたはフ

ォルダになります。 

 

◆保存できる CAD データのファイル形式 

*.MPS ： パスワードで保護できる DRA-CAD の圧縮データファイル 

※パスワードは設定できません。 

*.MPZ ： DRA-CAD のデータファイル 

*.MPX ： OLE を含まないの DRA-CAD のデータファイル 

*.DWG､*.DXF ： AutoCAD または他の CAD とのデータ交換用データファイル 

 

３．『３ＤモデルのＣＡＤファイル保存』ダイアログのキャンセルボタンをクリックし、

終了する。 

 

18.2 ３Ｄモデル 

３Ｄモデルサブウィンドウに表示されている３Ｄモデルを CAD データとし

て保存することができます。 

注意 

３Ｄモデルサブウィンドウが非表示の場合は保存できません。 
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※注意事項 

1.本テキストの一部または全部を無断で複写・転載することは禁止されています。 

2.本テキストの内容につきましては、将来予告なしに変更することがありますのでご了承ください。 

本テキストの著作権：株式会社構造システム 




